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FOMA 端末か 6 利用でをるデータ通 
信について 

FOMA 端末とパソコンを接続してご利用できるデー 
夕通信は、パケット通信•巨 4 K データ通信とデータ 
転送 （ OBEX ) に分類されます。 

FOMA 端末はパケット通信用アダプタ機能を内蔵し 
ています。 


^利用でをる通信ぉ態 

データ通信におけるパソコンの動作環境はむ下の通り 
です。 


項目 

説明 

パソコン本体 

PC - AT 互換機 

FOMA US 日接続ケーブル（別売）を使用する場合： 
US 巨ポート （Universal Serial Bus 
Specification Revl .1 準拠） 

0 S 

Microsoft ® Windows ® 98、 Windows ® 

98 SE 、 Windows ® Me 、 Windows ® 2000 
Professional 、 Windows ® XP 
Professional/Home Edition (各日本語版） 

必要メモ U 

Microsoft ® Windows ® 98、 Windows ® 

98 SE 、 Windows ® Me : 32 M バイト似上※ 
Windows ® 2000 Professional :目 4 M バイ 
卜!^ソ上^ 

Windows ® XP Professional/Home Edition : 
128 M バイト!；!上※ 

(各曰本語版） 

八ードディスク 
容量 

已 M バイト似上の空き容量※ 


《必要メモ U および八ードディスクの空さ容量はシステム環境に 
よって異なることびあります。 


パケット通信 


送受信したデータ量に応じて通信料金がかかる通信形 
態です。優信最大 384 kbps 、 送信最大 64 kbps ) 

ドコモのインターネット接続ヴービス 「mopera U 」 
/ rmoperaj など、 FOMA パケット通信に対応し 
た接続先を利用します。 

パケット通信は FOMA 端末とパソコンを FOMA 
USB 接続ケーブル（別売）で接続し、各種設定を行 
うことで利用でき、高速通信を必要とするアプリケー 
シヨンの利用に適しています。 

P .3 む降の説明に従って、設定と接続を行ってくださ 
い。 


巨 4 K データ通信 


接続している時間に応じて、通信料金がかかる通信お 
態です。 FOMA 端末とパソコンを FOMA USB 接続 
ケーブル（別売）で接続し巨 4 kbps の通信を行いま 
す。 

ドコモのインターネット接続ヴービス rmopera UJ 
/ rmoperaj などの FOMA 巨 4 K データ通信対応の 
接続先、または旧 DN の同期 64 K 対応の接続先をご利 
用 < ださい。 

P .3 む降の説明に従って、設定と接続を行ってくださ 
い。 



赤外線や FOMA USB 接続ヶースレ（別売）を使って 
データを送受信する通信お態です。赤外線通信では、 
FOMA 端末またはパソコンなど赤外線通信機能を持 
つ機器とデータを送受信できます。 

FOMA 端末とパソコン間で FOMA USB 接続ヶーブ 
ルを使ってデータ乾送 （ OBEX ) を巧う際には、 


データリンクソフトをインストールしてください。ま 
た 、 FOMA USB 接続ケーブルを使う場台は P 702 i 
通信設定フアイルをインストールする必要がありま 
す。 （ P .4 〜 P .7 参照） 

•パケット通信では送受信したデータ量に応じて課金されます。 
画像を多く含むホームページの閲覧、データのダウン□ー ドな 
どのデータ量の多い通信を行ラと、通信料金び高額になります 
のでごを意 < ださい。 

•目 4 K データ通信では、接続した時間量に応じて課金されます。 
長時間にわたる接続を行った場合、通信料金び高額になります 
のでごを意 < ださい。 

• FOMA 端末からは、円 AFS などの PHS ヴービス （32 K データ 
通信および、目 4 K データ通信）はご利用でさません。 

• FOMA 端末は 、 Remote Wakeup には対応していません。 

• FOMA 端末は FAX 通信をサポートしていません。 

• FOMA 端末をドコモの PDA「si 邑 marion II 」 や 「 musea 」 と 
接続してデータ通信を行う場合 、 「si 邑 marion II 」 「 musea 」 

をアップデートしてご利用<ださい。アップデートのち法など 
の詳細については、ドコモのホームページをご覧ください。 


















U FOMA 端末と他の機器との接続方法 

FOMA 端末と他の機器を接続するには、巧の2つの方 
法があります。 


FOMA USB 接続ケーブルを使う 


FOMA USB 接続ケースレ（別売）を使って 、 USB 
ポートを装備したパソコンと接続します。 （ P .3 参照) 
パケット通信、巨 4 K データ通信、データ転送のすべ 
ての通信形態に利用でさます。 

• rusB モード設定」を r 通信モード」に設定してください。 

•ご使用師こ P 702 踊信設定ファイル（ドライバ）のインストー 
ルが必要です。 


赤外線通信を使う 


赤外線を使って、 FOMA 端末と赤外線通信機能が搭 
載された他の FOMA 端末、携帯電話、パソコンなど 
とデータを送受信します。 

データ乾送を巧う場合のみ利用できます。 


Q ご利用にあたっての留意点 


インターネットサービスプ□バイダの利用料 
について 


インターネットをご利用の場合は、ご利用になるイン 
ターネットサービスプ□バイダに巧する利用料び必要 
になります。この利用料は、 FOMA サービスの利用 
料とは別に直接インターネットサービスプ□バイダに 
おち仏いいただきます。利用料の詳しい内容について 
は、ご利用のインターネットサービスプ□バイダにお 
問い合わせください。 

ドコモのインターネット接続ヴービス 「mopera U 」 
/ fmoperaj をご利用いただけます。 
rmopera UJ をご利用いただく場合は、お申し込み 
び必要（有料）となります。 fmoperaj をご利用い 
ただく場合は、お申し込み不要、月額使用料無料で 
す。 


接続巧（インターネットサービスプ□バイダ 
など）の設定について 


パケット通信と 64 K データ通信では接続先が異なり 
ます。パケット通信を巧うときはパケット通信対応の 
接続先、巨 4 K データ通信を行うときは FOMA 巨 4 K 
データ通信、または旧 DN 同期 64 K 対応の接続先をご 
利用 < ださい。 

• DoPa の接続巧には接続でをません。 

•円 AFS などの PHS 巨 4 K /32 K データ通信の接続先には接続でき 
ません。 


ットワークアクセス時のユーザ認証について 


接続先によっては、接続時にユーザ認証 （ ID とパス 
ワード）が必要な場合があります。その場台は、通信 
ソフト（ダイヤルアップネットワーク）で ID とパス 
ワードを入力して接続してくださぃ。 ID とパスワー 
ドは接続先のインターネットサービスプ□バイダまた 
は接続先のネットワーク管理者から付与されます。詳 
しぃ内客につぃては、そち5にお問ぃ合わせくださ 
い。 


ブラウザ利用時のアクセス認証について 


円 rstPass (ューザ証明書）が必要な場合は、添付 
の CD - ROM から FirstPass PC ソフトをインス I 
ルし、設定を行ってください。 

詳しくは CD - ROM 内の r 円 rstPassPCSoft 」 フォ 
ルダ内の 「FirstPassManuaU ( PDF お式）をご覧 
ください 。 「FirstPassManuaU ( PDF お式）をご覧 
になるには 、 Adobe Reader (パ’ージョン6.01；|上 
を推奨）が必要です。お使いのパソコンにインストー 
ルされていない場台は、アドビシステムズ株式会社 
のホームページから最新版をダウン□ー ドできまず。 
(別途通信料がかかります。） 

詳しくはアドビシステムズ株式会社のホームぺージ 
を参照してください。 


パケツト通信および 64 K データ通信の条件 


FOMA 端末で通信を行ラには、む下の条件が必要に 
なります。 

• FOMA USB 接続ケースレ（別売）が利用できるパ 
ソコンであること 

. FOMA パケット通信、巨 4 K データ通信に対応した 
PDA であること 

- FOMA ヴービスエリア内であること 
-パケット通信の場台、接続先が FOMA のパケット通 
信に対応していること 

- 64 K データ通信の場台、接続先が FOMA 巨 4 K デー 
夕通信、または旧 DN 同期巨 4 K に対応していること 
ただし、上の条件が整っていても、基地局が混雑して 
いる、または電波状況が悪い場合は通信ができないこ 
とびあります。 
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■用語解説 

• APN 

Access Point Name の略です。パケット通信において、接 
続先のインターネットサービスプ□バイダや企業内 LAN を識 
別します。例えば mopera の場合は rmopera . ne . jpJ のよう 
な文字列で表します。 

• cid 

Context Identifier の略です。パケット通信をする際に、 
FOMA 端末にあらかじめ登録する APN の登録ま号です。 

FOMA 端末では、1から10までの10件を登録できます。 

• Administrator 権限-管理者権限 
本書では、 Windows ® XP 、 Windows ® 2000 
Professional のシステムのすべてにアクセスできる権限のこ 
とを指しています。通常、 Administrators のグループに所属 
したユーヴーはこの権限を持っています。一ち、 

Administrat 日「権限または管理者権限を持たないユーヴーはシ 
ステムへのアクセスび限定されているため、通信設定ファイル 
(ドライバ）のインストールなどびできません。 

• DNS 

Domain Name System の略です。 「 nttd 日 com 日 . c 日. jp 」 の 
よラな人間び理解しやすい名前を、コンピュータび管理しやす 
い数字で表したアドレスに変換するシステムのことです。 

• OBEX 

OBEX (Object Exchange ) は 、 IrDA (Infrared Data 
Association ) び規定したデータ通信についての国際規格（プ 
□トコル）です。 

OBEX 規格に対応した機器やソフトウエアを使ラことで、携帯 
電話、パソコン、デジタルカメラ、プ U ンタなどさまざまな情 
報機器間で、データの送受信びできます。 

• IrDA 

Infrared Data Association の略です。ホ外線を用いたデータ 
通信の規格の制定、促進を行ラ国際的な組織です。 

• IrMC 

Ir Mobile Communications の略です。 IrDA び定めた規格で、 
電話帳、スケジュール、メール、フ U —メモ等のデータ交換ち 
法び定められています。また、機器間の通信には、0目 EX 規格 
を使用することび規定されています。 

• QoS 

Quality of Service の略でネットワークのサービス品質です。 
FOMA 端末の QoS 設定では、速度を限定しないで接続するか 
あるいは最高速度（上り目 4 kbps 、 下り 384 kbps ) でのみ接 
続するかを設定できます。（接続後の速度は可変します。）詳し 
くは P .39 参照。 

• W-TCP 

FOMA ネットワークでパケット通信を行うときに、 TCP / IP の 
伝送能力を最大限に生かすための TCP パラメータです。 
「 Wireless 」、「 W - CDMA 」、「 Windows ®」 の環境下で FOMA 
端末の通信性能を最大限に活用するには、 TCP パラメータの 
最適化び必要です。 

• W-CDMA 

世界標準規格として認定された第兰世代移動通信システム 
( IMT -2000) の1つです。 

FOMA 端末は、 W - CDMA 規格に準拠しています。 



パケツト通信- 64 K データ通信を行ラ場台の準備に 
ついて説明します。む下のような流れになります。 


パソコンと FOMA 端末を FOMA USB 接続ケープル（別売) 
で接続する 



P 702 i 通信設定ファイルをインストールずる （ P .4 参照） 



インストール後の確認をする （ P . 巨参照） 



FOMA PC 設定ソフトをイ 


FOMA PC 設定ソフトを使 

ンス1-ールする 


わずに手動で通信の設定をす 

( P .8 参照） 


る （ P .19、 P .31 参照） 



接続ずる （ P .1 已または P .30 参照） 


■添付の 「FOMA P 702 i 用 CD - ROM 」 について 

FOMA 端末とパソコンを FOMA US 巨接続ケーブルで接続して 
パケット通信を行うときには、添付の 「FOMA P 702 i 用 CD - 
R 0 M 」 の 「 P 702 i 通信設定ファイル」（ドライバ）をパソコン 
にインス!ルしてください。また、通信を行う際に APN やダ 
イヤルアップの設定び簡単に行える 「FOMA PC 設定ソフト」 

をインス I -ールすることをおすすめします。 

rP702i 通信設定ファイル」（ドライバ）のインス!ルち法は 

P .4 〜 P .7 参照。 

「FOMA PC 設定ソフト」のインス I ルち法は P .8 参照。 


□パソコンと FOMA 端末を接続する 

FOMA USB 接続ケースレ（別売）の取り付け方法に 
ついて説明します。 

1 FOMA 端末のか部接続端テの向ををお認 
し、 FOMA USB 接続ケーブルのか部接続 
コネクタをまつずぐ r カチッ J と音がずる 
まで差し込む 
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2 FOMA USB 接続ケーブルの US 巳コネク 
夕をパソコンの USB 端テに接続する 



• FOMA US 目接続ケーブルのコネクタは無理に差し込まないで 
ください。故障の原因となります。をコネクタは正しい向き、 
正しい角度で差し込まないと接続できません。正しく差し込ん 
だとさは、強い力を入れな<てをスムーズに差し込めるよラに 
なっています。ラまく差し込めないとさは、無理に差し込ま 
ず、をラー度コネクタの形や向さを確認してください。 

• US 目ケーブルは専用の FOMA US 目接続ケーブルをお買いホめ 
ください。（パソコン用の US 巨ケーブルはコネクタ部の形状び 
異なるため使用でさません。） 

• FOMA 端末に表示される「を」は、パケット通信または目 4 K 
データ通信の通信設定ファイルのインストールを行い、パソコ 
ンとの接続び認識されたとさに表示されます。通信設定ファイ 
ルのインストール前には、パソコンとの接続び認識されず、 
「を」を表示されません。 


■取り外し方 

1. FOMA USB 接続ケーブルの外部接続コネクタのリリースボ 
タンを押しながら、まっすぐ引き巧く。 

2. パソコンの USB 端子から FOMA USB 接続ケーブルを引き巧 

く。 





• FOMA US 巨接続ケーブルは無理に取りがさないでくださ 
し、故障の原因とな0ます。 

•データ通信中は FOMA US 目接続ケースレを取り外さない 
で<ださい。パソコンや FOMA 端末の誤動作や故障 、子一 
夕消失の原因となります。 

• FOMA US 巨接続ケーブルの取り付け-取り外しは連続し 
て行わないでください。一度、取り付け•取りがしを行つ 
た場合は、間隔をおいてから巧び行ってください。 


通信設定ファイルをインストールする 

通信設定ファイルのインス!ルは、ご使用になるパ 
ソコンに FOMA 端末を FOMA USB 接続ケーブルで 
初めて接続するとさに必要です。 

• Windows ® XP 、 Windows ® 2000 Professional で P 702随 
信設定ファイル（ドライバ）のインストールを巧う場合は、必ず 
Administrator 権限またはパソコンの管理者権限を持っ たユー 
ザーで行ってください。それ L ソ外のユーザーでインス I ルを巧 
ラとエラーとなります。パソコンの管理者権限の設定について 
は、さパソコンメーカ、マイク□ソフト社にお問い合わせくださ 
し、。 


Windows ® XP の場台 


1 FOMA 端末と FOMA USB 接続ケーブル 
(別売）を接続ずる （ P .3 参照） 

2 Windows ® を起動し rFOMA P 702拥 
CD - ROMJ をパソコンにセットずる 

3 r ランチヤ J 画面を閉じる 

•この画面は 「FOMA P 702 i 用 CD - ROM 」 をパソコンに 
セットすると、自動的に表示されますび、お使いのパソコ 
ンの設定によっては、表示されないことびあります。その 
場合は、手順4へ進みます。 

• P 702 i 通信設定ファイルのインストール中にこの画面び 
表示された場合ち「閉じる」をク U ックします。 

4 FOMA 端末の電源を入れて、 FOMA 端末 
と接続した FOMA USB 接続ケーブルをパ 
ソコンに接続ずる 

5 インストールを始める 

タスクバーのインジケータから「新しい八ードウエアび見つ 
かりました」といラポップアップのメッセージび数秒間表示 
されたあと、下の画面び表示されます。 

「いいえ、今回は接続しません」を選択し、「次へ」をクリッ 
クします。 

•お使いのパソコンにより、この画面は表示されない場合び 
あ0ます。 
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0 インストール方法を選ぶ 

「一覧または特定の場所からインス!-ールする（詳細)」を選 
択し、「次へ」をク U ックします。 



7 ドライバを選ぶ 

「次の場所で最適のドライバを検索する」を選んだあと、「リ 
ムーバブルメディア（フロッピー、 CD - ROM など）を検 
索」のチェックを外し、「次の場所を含める」をチェックし 
ます。「参照」をク U ックし、 「< CD - R 0 M ドライブ名>:¥ 
USB Driver ¥ Win 2 k _ XPJ を指定し、「次へ」をクリック 
します。に D - ROM ドライブ名はお使いのパソコンによって 
異なります。） 

• ドライバは Windows ® 2000 Professional と共通です。 


括まとインストールの才，。3ンモ g んで < ださい。 


図 


》汝の巧所で房通のドライ"をおまするを） 

了/^ •S ウ^: II をムイけルガイアや□一カル"スからなまでき巧。巧まされを房通のドラ 


□リムーパカレタディアり□ツビ-、 CD - 悦 M ねど）をおを(凶） 
囚みの巧巧を含めるり)： 

| d ：¥USB Dr ~ iver ¥ Win 2 k XP 


I..j 


o 巧おしねいで.、イシストルするドライバぁ恐时る屯） 

—琴からドライバあ風村るじは、このオプションを迭 1) ます。规がれたドライバは、ハ-ドウがじ最通のらの 


g r 完了 J をクリックずる 

4つの P 702 随信設定ファイル（ドライバ） （ P .7 参照）び 
すべてインス!-ールされます。 

すべての P 702 i 通信設定ファイル（ドライバ）のインス 
トールび完了すると、タスクバーのインジケータから「新し 
い八ードウエアびインス I -ールされ、使用準備びでさまし 
た。」といラポップアップメッセージび数秒間表示されます。 


引き続き、 P 702 踊信設定ファイルび正しくインストールされ 
ていることを確認します。 （ P .6) 


Windows ® 2000 Professional の場台 


1 FOMA 端末と FOMA USB 接続ケーブル 
(別売）を接続ずる （ P .3 参照） 


2 Windows ® を起動し rFOMA P 702 拥 
CD - ROMJ をパソコンにセットずる 

3 r ランチヤ J 画面を閉じる 

•この画面は 「FOMA P 702 i 用 CD - ROM 」 をパソコンに 
セットすると、自動的に表示されますび、お使いのパソコ 
ンの設定によっては、表示されないことびあ0ます。 

その場合は、手順4へ進みます。 

• P 702 踊信設定ファイルのインス I ル中にこの画面び 
表示された場合ち「閉じる」をク U ックします。 


4 FOMA 端末の電源を入れて、 FOMA 端末 
と接続した FOMA USB 接続ケーブルをパ 
ソコンに接続ずる 

5 インストールを始める 

「次へ」をク U ックします。 



0 r デバイスに最適なドライバを巧索ずる（推 
奨) J を選択し、 r 巧へ J をクリックずる 

•お使いのパソコンによっては 「 US 目 DEV に E 」 と表示さ 
れることびあります。 

7 r 場所を指定 J を選択し、 r 次へ J をクリッ 
クずる 

Q 巧索ずるフォルダを指定ずる 

フォルダ名は、 「< CD - R 0 M ドライブ名 >:¥ US 目 Driver ¥ 
Win 2 k_XPJ です。 

検索するフォルダを指定したら、 「 OK 」 をク U ックします。 
に D - R 0 M ドライブ名はお使いのパソコンによって異なりま 
す。） 



0 ドライバち （ P .7 参照）をお認して 、 HR 
へ J をクリックずる 


ここでは 「 F 0 MAP 702 i 」 と表示されます。 

•お使いのパソコンによっては 「 US 目 DEV に E 」 と表示さ 
れることびあります。 

1 Qr 完了 J をク IJ ックずる 

4つの P 702 随信設定ファイル（ドライバ） （ P .7 参照）び 
すべてインストールされます。 


引き続き、 P 702 i 通信設定ファイルび正しくインス I ルされ 
ていることを確認します。 （ P . 目） 


Windows ® 98、 Windows ® Me の場台 


1 FOMA 端末と FOMA USB 接続ケーブル 
(別売）を接続ずる （ P .3 参照） 

2 Windows ® を起動し rFOMA P 702 拥 
CD - ROMJ をパソコンにセットずる 
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r ランチヤ j 画面を閉じる 

•この画面は 「FOMA P 702 i 用 CD - ROM 」 をパソコンに 
セットすると、自動的に表示されますび、お使いのパソコ 
ンの設定によっては、表示されないことびあります。その 
場合は、手順4へ進みます。 

• P 702 踊信設定ファイルのインストール中にこの画面び 
表示された場合を「閉じる」をク U ックします。 

FOMA 端末の電源を入れて、 FOMA 端末 
と接続した FOMA USB 接続ケーブルをパ 
ソコンに接続ずる 


g r 完了 J をクリックずる 

7つの P 702 踊信設定ファイル（ドライバ） （ P .7 参照）び 
すべてインストールされます。 


引き続き、 P 702 踊信設定ファイルび正しくインス I ルされ 
ていることを確認します。 


n インストールしたドライバを確認する 

P 702 i 通信設定ファイル（ドライバ）が正しくイン 
ス I -ールされていることを確認します。 


インス I ^ールを始める 

Windows ® 98の場合、「次へ」をク U ックし、「使用中のデ 
バイスに最適なドライバを検索する（お奨)」を選択し、「次 
へ」をク U ックします。 

Windows ® Me の場合、「ドライバの場所を指定する（詳し 
い知識のあるち向け)」を選択し、「次へ」をク U ックしま 
す。 

みの巧しい A - ドウエアがをつかりました： 

FOMA P702i 

ハードかアをサポートしているリフトウ I アを自か的に巧巧して、インス 

(採磯を獻總眞船線 f ㈱ る巧さ 

オプションを度巧してください。 
r 洒切ねドライパを白放的(こな索する（巧獎)這） 

口 體 1 離靖？ iUlfl ]! 熙 iiilSll 照 ® 


< Windows ® XP の場台 > 

r スタート J ► r コントロールパネル J を開く 
► r パフオーマンスとメンテナンス J 

► r システム J を開< 

< Windows ® 2000 Professional 、 
Windows ® 98、 Windows ® Me の場台 > 

r スタート J ► r 設定 J ► r コント□ールパ 
ネル J を開 <► r システム J を開< 

< Windows ® XP 、 Windows ® 2000 
Professional の場台 > 

r 八ードウエア J タブをクリック 

► r デバイスマネージャ J をクリックずる 



<蔚电）〔汝ぃ ] キゎセル I 


ドライバを選ぶ 

Windows ® 98の場合、「検索場所の指定」をチ王ックしま 
す。 

Windows ® Me の場合、「使用中のデノ くイスに最適なドライ 
バを検索する（推奨)」を選択し、「検索場所の指定」を 
チェックします。 

「参照」をク U ックし、 「< CD - R 0 M ドライブ名 >:¥ US 目 
Driver ¥ Win 98_ MeJ を指定し、「次へ」をク U ックしま 
す。に D - ROM ドライブ名はお使いのパソコンによって異な 
0ます。） 

• ドライバは Windows ® 98、 Windows ® Me 其通です。 
Windows ⑥ Me の場合、手順8へ進みます。 



r 更新をれたドライバ（巧奨) J を選択し、 
r 巧へ J をクリックずる 


< Windows ® 98、 Windows ® Me の場台> 

r デバイスマネージャ J タブをクリックずる 


3 各デバイスをクリックして、インス!^ール 
をれたドライパ名をお誘ずる 

「ポート ODOM / LPT )」、 「モデム」、「ユニバーヴルシリア 
ルバスコント□-ラまたは USB (Universal Serial bus ) 
コント□ーラ」の下にすベてのドライバ名び表示されている 
ことを確認します。 



Windows ® XP の場合 


ドライバ名 （ P .7 参照）をお認して、 r 次 
へ J をクリックずる 

ここでは [FOMA P 702 iJ と表示されます。 


6 次ページにつづ< 








































Windows ® 2000 Professi 日 nal の場合 



Windows ® 98、 Windows ® Me の場合 
《 COM ポートま号は、お使いのパソコンによって異なります。 


P 702 i 通信設定ファイルをインス!-ールすると、む 
下のドライバがインス I -ールされます。 


デバイス名 

P 702 描信設定ファイル（ドライバ）名 

ポートに 0 M / LPT ) 

- FOMA P 702 i Command Port 
- FOMA P 702 i OBEX Port 

モデム 

- FOMA P 702 i 

ユニバーサルシリアル 
バスコント□-ラ、 

または 

USB (Universal Serial 
Bus ) コント□-ラ 

- FOMA P 702 i 
- FOMA P 702 i 0 目 EX 《 

- FOMA P 702 i Modern ^ 

- FOMA P 702 i Command 


《 Windows ® 98/ Windows ® Me のみ 


1 通信設定ファイルをアンインストール 
する 

P 702 i 通信設定ファイル（ドライバ）のアンインス 
トールが必要になった場台り K ージョンアップする場 
台など）は、巧の手順で巧ってください。ここでは 
Windows ® XP を例にしてアンインス I ルを説明 
します。 

• Windows ® XP 、 Windows ® 2000 Professional で P 702踊 
信設定ファイル（ドライバ）のアンインストールを行う場合は、 
必ず Administrator 権限またはパソコンの管理者権限を持った 
ユーザーで巧ってください。それ L ソ外のユーザーでアンインス 
トールを巧うとエラーとなります。パソコンの管理者権限の設定 
については、さパソコンメーカ、マイク□ソフト社にお問い合ね 
せ < ださい。 

1 FOMA 端末とパソコンび FOMA USB 接続 
ケーブル（別売）で接続をれている場合は、 
FOMA US 巳接続ケーブルを取りかず 

2 r スタート J ► r コント□ールパネル J 
► r プ□グラムの追加と削除 J を開< 

3 [FOMA P 702 i USBJ を選択して、 
r 巧更と削除 J をクリックずる 

4 roKj をクリックずる 

K r はい J をクリックして Windows ® を再起 
動する 

1；!上でアンインストールは終了です。 

•「しル^え」をク U ックした場合は、手動で再起動をしてく 
ださい。 



• P 702 i 通信設定ファイルをインス I ルするとさに、途中で 
パソコンから FOMA US 目接続ケースレを抜いてしまったり、 
「キャンセル」ボタンをク U ックしてインス!ルを中止して 
しまった場合は、 P 702 i 通信設定ファイルび正常にインス 
I -ールされない場合びあります。このような場合は 、 「FOMA 
P 702 i 用 CD - ROM 」 内の 「 US 目 Driver 」 一 [UninstJ を開 
き 「 p 702 i _ un . exe 」 を実行して P 702 随信設定ファイルを 
一度削除してから、再度インストールし直してください。 

•間違って異なる 0 S の P 702 i 通信設定ファイルをインストール 
すると、正しく動作しません。 P 702 i 通信設定ファイルをア 
ンインストールし、再度インス!ルし直してください。 


FOMA PC 設定ソフトを使って接続先の設定をするには 
P .8 参照。 

FOMA PC 設定ソフトを使わずに接続先の設定をするには 
P .19、 P .31 参照。 

FOMA US 巨接続ケーブル側売）を使ってデータ転送を行うこ 
とをでさます。 
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FOMA PC 設定ソフトによる通信の 
設定 


f - STEP 1 ソフトのインストール 


「FOMA PC 設定ソフト」をインストールしま 
す。 

r 旧 FOMA PC 設定ソフト」びインス I ルされている場合 
は 、 「FOMA PC 設定ソフト」のインストールを行う前にアン 
インス I ルしてください。「旧 FOMA PC 設定ソフト」びイ 
ンストールされている場合 、 「FOMA PC 設定ソフト」のイン 
ス I ルはできません 。 「FOMA PC 設定ソフト」はデータ通 
信対応のすべての FOMA 端末で利用でさます。 



/ / STEP 2 設定前の準備 


I 各種設定前の準備をします。 

を種設定の前に FOMA 端末にパソコンび接続され、正しく認 
識されていることを確認してください 。 FOMA US 巨接続 
ケーブル（別売）の取0付けち法ついては P .3 参照。 

FOMA 端末びパソコンに正しく認識されていない場合、各種 
設定および通信を行えません。 FOMA 端末びパソコンに正し 
く認識されているか確認するには P .6 参照。 

P 702 i 通信設定ファイルのインス I ルち法については P .4 
〜 P .7 参照。 



^ J STEP 3 各種設定作業 

准。-'-' 


ご利用の通信に対応した設定をします。 


かんたん設定からパケット通信を設定する 
「mopera U 」 または 「 mopera 」 を 

接続先として利用する場合 . P .1 1 

[mopera UJ または 「 m 叩 era 」 从外の 

プ□バイダを利用する場合 . P .12 

かんたん設定から目41<データ通信を設定する 
「mopera U 」 または 「 mopera 」 を 

接続先として利用する場合 . P .14 

[mopera UJ または 「 m 叩 era 」 从外の 
プ□バイダを利用する場合 . P .14 


W - TCP 設定でパケット通信性能を最適化するには P .1 7参照。 
接続先 （ APN ) を設定するには P . 18参照。 



FOMA PC 設定ソフトについて 

FOMA 端末をパソコンに接続してパケット通信や 
巨 4 K データ通信を行うには、通信に関するさまざま 
な設定が必要です 。 FOMA PC 設定ソフトを使うと、 
簡単な操作でむ下の設定ができます 。 FOMA PC 設 
定ソフトを使わずに、パケット通信や 64 K データ通 
信を設定することもできます。 （ P .19、 P .31 参照） 
「FOMA PC 設定ソフト」はデータ通信対応のすべて 
の FOMA 端末で利用できます。 


■かんたん設定 

ガイドに従い操作することで 「 FOMA データ通信用ダイヤル 
アップの作成」や rW - TCP の設定」などをかんたんに行いま 
す。 

■W-TCP の設定 

「 FOMA パケット通信」を利用する前に、パソコン内の通信設定 
を最適化します。 

通信性能を最大限に活用するには、 W - TCP 設定による通信設定 
の最適化び必要になります。 

■接続巧 (APN) の設定 

パケット通信に必要な接続先 （ APN ) の設定を行います。 
FOMA パケット通信の接続先には、目41<データ通信と異なり通 
常の電話番号は使用しません。 

あらかじめ接続先ごとに、 FOMA 端末に APN (Access 
Point Name ) と呼ばれる接続先名を登録し、その登録番号 
( cid ) を接続先番号欄に指定して接続します。 

お買い上げ時、 cid ※の1まには mopera の接続先 （ APN ) 

「m 叩 era . ne . j — P 」 び、 cid ※の3まには mopera U の接続先 
( APN ) rmopera . net 」 び登録されていますび、その他のプロ 
バイダや企業内 LAN に接続する場合は接続先 （ APN ) の設定び 
必要になります。 

《 「Context Identifier 」 のことで、パケット通信の接続先 
( APN ) を FOMA 端末に登録する番号 



•ちいバージョンの FOMA PC 設定ソフト（バージョン1.00、 

じ(後旧 FOMA PC 設定ソフトと呼びます）びインス I ルされ 
ている場合は、本 「FOMA PC 設定ソフト」（バージョン 
2.00) のインス I ルを行う前にアンインス I ルしてくだ 
さい。バージョン情報の確認については P . 10参照。 

• 702 i シ U —ズよ〇前に発売された FOMA 端末に添付の 
「FOMA PC 設定ソフト」をインス I ルされている場合は、 
あらかじめそれらのソフトをアンインス I -ールしてください。 



FOMA PC 設定ソフトをインストー 
ルする 

FOMA 端末をパソコンに接続してパケット通信や 
巨 4 K データ通信を行うには、通信に関するさまざま 
な設定が必要です。 

FOMA PC 設定ソフトを使うと、簡単な操作でダイ 
ヤルアップ、 W - TCP や接続先 （ APN ) の設定がでさ 
ます。 

• Windows® XP 、 Windows® 2000 Professional で 「FOMA 
PC 設定ソフト」のインストールを行う場合は、必ず 
Administrator 権限またはパソコンの管理者権限を持っ たュー 
ザーで 行ってください。それ L ソがの ユー ザーが 行ラと エラーにな 
ります。パソコンの Administrator 権限または管理者権限の設定 
については、さパソコンメーカ、マイク□ソフト社にお問い合ね 
せ < ださい。 
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B foma pc 設定ソフトインス I ル時 

のを思 


動作環境をご確認ください 


FOMA PC 設定ソフトはむ下の動作環境でご利用< 
ださい。 


I FOMA PC 設定ソフトをインス I ^ール 
する 

ここでは Windows ® XP にインス I ルするときの 
画面を掲載しています。お使いのパソコンにより画面 
の表示が多少異なります。 


項目 

説明 

パソコン本体 

PC - AT 互換機 

FOMA USB 接続ケーブル访 IJ 売）を使用する場合： 
US 巨ポ ー S (Universal Serial Bus 
Specification Rev 1.1 準拠） 

0 S 

Microsoft ® Windows ® 98、 Windows ® 

9 呂 SE 、 Windows ® Me 、 Windows ® 2000 
Professional 、 Windows ® XP (を日本語版） 

必要メモ U 

Microsoft ® Windows ® 98、 Windows ® 

98 SE 、 Windows ® Me 、 Windows ® 2000 
Professional : 64 M バイト似上※ 

Windows ® XP : 128 M バイト似上※ 

八ードディスク 
容量 

已 M バイトソ上の空さ容量^ 


※必要メモ U および八ードディスクの空さ容量はシステム環境に 
よって異なることびあります。 


1 添付の TFOMA P 702拥 CD-ROMJ を 
パソコンにセットずる 


FOMA PC 設定ソフトをインス I ルするには 

FFOMA PC 設定ソフト J をクリツクずる 


CD - ROM び自動再生されない場合は、マイコンピュータ等 
で CD - ROM を参照して、 「 FOMA _ PCSET 」 フオルダ内に 
ある 「 SETUP . EXE 」 をダブルク U ックしてください。 

• FOMA PC 設定ソフトのインス I ル中にこの画面び表示 
された場合は、「閉じる」をク U ックします。 



インスト—ルリフトウエアを进折してください。 



FOMA 端末がゾいノコンに正しく認識されてい 
るかご確認ください 


「FOMA PC 設定ソフト」をインス!ルする前に、 
パソコンのデバイス上に P 702 i 通信設定フアイル 
( P .7 参照）が正しく登録されている必要があります。 
( P .6 参照） 


ま示する文まを进巧してください。 

データ逊言7ニュアル 



GPL ’ LGPL 寄こついて_ I _ IS じる _I 


■ FOMA 端末をはじめてパソコンに接続すると 

下のよラなウィヴードび開始されます。 

FOMA データ通信を利用するには、ご利用のパソコン側に、 
FOMA 端末び「通信デバイス」として登録されている必要びあ 
0ます。 

P 702 踊信設定ファイルのインストールについては P .4 
〜 P .7 参照。 



• FOMA 端末び COM 1〜9必外のま号で認識されている場合は、 
APN 設定の際、 APN 情報の取得-書さ込みびでさない場合び 
あ0ます。 


3 [巧へ J をクリックずる 

セットアップを始める前に、現在稼働中の他のプ□グラムび 
ないことをご確認ください。ご使用中のプ〇グラムびあった 
場合は、「キャンセル」をク U ックして、ご使用中のプ□グ 
ラムを保を終了させたあとインストールを再開してくださ 
い。 

•「旧 W - TCP 設定ソフト」、「旧 APN 設定ソフト」および 
「旧 FOMA PC 設定ソフト」びインストールされていると 
いラ画面び出た場合は P . 10参照。 

4 内容をごお認の上、契約内容にご同意いた 
だける場合は、 r はい J をクリックずる 


巧ページにつづ< 





































5 セットアップタイプを選択ずる 

セットアップ後、タスクトレイに rw - TCP 設定」を常駐さ 
せるかどうか選択できます。 rw - TCP 設定」びタスクトレ 
イにあれば、 rw - TCP 通信」の設定•解除び簡単に操作で 
きます。通常は「タスクトレイに常駐する」にチェックを付 
けたまま、「次へ」をク U ックしてインストールを続けてく 
ださい。 

•「タスクトレイに常駐する」のチェックをがして設定した 
場合でを FOMA PC 設定ソフトの「メニュー」一 「W 
- TCP 設定をタスクトレイに常駐させる」を選択すること 
により設定変更可能です。 



W-TCP 設定をタスクトレイに苗はさせますか？ 


回疆盈面11 


[ <戻る歧[汝へ妙> 


デスクトップのち下（通常）のタスク 
トレイに表示されます。 



0 インストール巧をお認して、 r 巧へ J をク 
IJ ツクずる 


変更する場合は、「参照」をク U ックして、任意のインス 
トール先を指定して「次へ」をク U ックしてください。 

(八ードディスクスペースの問題などで、異なったドライブ 
にをインストールでさますび、通常はそのままお進みくださ 
い。） 



W ルをインストルす机ルタ—ち进巧しまも 


セ，トア.。な、み®肋こ FOMA PC 設莉フトちインストルします。 

こ®つ，ルダへのインストルは、じたへ怖タンがわルます。 

別のフ邮れインストルネる巧合は、齿照]ホ，タンが W して"ルタち进おしてく粉い。 


■FOMA PC 設定ソフトインス I — ル時の画面表示 

n 日 W - TCP 設定ソフト」がインス I ルされている場合 

警告画面び表示されます。 

r アプ U ケーションの追加と削除」から旧バージョンの W-TCP 
環境設定ソフトをアンインス I -ールしてください。 

n 日 FOMA データ通信設定ソフト」がインストールされている場 

警告画面び表示されます。 

r アプ U ケーションの追加と削除」から旧バージョンの 「FOMA 
データ通信設定ソフト」をアンインス I ルしてください。 

r 旧 FOMA PC 設定ソフト」がインス I ルされている場合 

警告画面び表示されます。 

r アプ U ケーションの追加と削除」から「旧 FOMA PC 設定ソフ 
卜」をアンインストールしてください。 

インストール途中で「キャンセル」を巧した場合 

セットアップの途中で「キャンセル」や「いいえ」をクリック 
した場合、確認画面び表示されます。インス!-ールを継続する 
場合は「いいえ」を、意図的に中止する場合は「はい」をク 
U ックし、「完了」をク1」ックしてください。 


■FOMA PC 設定ソフトのパ’ージョン情報の確認について 



FOMA PC 設定ソフトの「メニュー」一「バージョン情報」を 
選択します。 

FOMA PC 設定ソフトのバージョン情報び表示されます。 



[ <戻る(段 i ''みへ邸> J [ キわ础 I 


7 プ□グラムフォルダのフォルダ名をお認し 
て、 r 巧へ J をクリックずる 

変更する場合は、新規フオルダ名を入力して、「次へ」をク 
U ックしてください。 



g 「完了 J をクリックずる 

セットアップび完了すると 、 「FOMA PC 設定ソフト」の操 
作画面び起動します。 
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通信の設定を巧う 


パケット通信や 64 K データ通信に関するさまざまな 
設定をします。 

簡単に設定でさる「オート設定」とパソコンの知識が 
必要な「マニュアル設定」びあります。 

設定の前に FOMA 端末がパソコンに接続されている 
かご確認ください。 

1 r スタート J ► 「ずべてのプ□グラム J 
► 「FOMA PC 設定ソフト J 


► TFOMA PC 設定ソフト J を開< 


< Windows ® 2000 Professiona し Windows ® 98、 
Windows ® Me の場合> 

「スタート」一「プ□グラム」一 「FOMA PC 設定ソフト」 

一 「FOMA PC 設定ソフト」を開く 

この設定ソフトでは、お客様の選択した「接続ち法」および 
「接続プ□バイダ」の情報に従い、表示される設問に対する 
選択-入力を進めていくと、簡単に FOMA 用ダイヤルアツ 
プを作成でさます。 

-「かんたん設定」から目 4 K データ通信を設定する場合は 
P . 14参照。 

- rW - TCP 設定」を設定する場合は P . 17参照。 

-「接続先 （ APN ) 設定」をする場合は P . 18参照。 



門 通信ポート指定について _ 

1 FOMA PC 設定ソフトの r メニュ ー J 
► r 通信設定 J を選択ずる 

-自動設定（推奨） 

自動的に接続されている FOMA 端末を指定します。 

通常は自動設定をお選びください。 

- COM ポート指定 

COM ポートま号を指定したい場合に、ご利用の FOMA 端 
末び接続されている COM ポートま号を指定します。 

に 0 M 1 〜 99) 

• Windows ® 98および Windows®Me では、 COM 1〜日似 
外の番号で認識されている場合は、 APN 設定の際、 APN 
情報の取得-書さ込みびでさません。 

• COM ポート番号の確認ち法については P .1 9参照。 



2 roKj をクリックずる 

設定び適用されます。 


かんたん設定か6パケット通信を選択 
する 


「 mopera 川または 「 mopera 」 を接続巧 
として利用ずる場台 


パケット通信は、通信時間や距離に関係なく送受信さ 
れたデータ量に応じて料金が計算される通信方式で 
す。慢信最大 384 kbps 、 送信最大 64 kbps ) 

FOMA でのインターネット接続には、ブ□-ドバン 
ド接続オプション、国際□ーミングなどに対応した 
「 moperaU 」 のご利用をおすすめします。（別途お 
申し込みび必要です。） 

また、今すぐ簡単にインターネットに接続したい方に 
は 「 mopera 」 が便利です。 

1 r かんたん設定 J をクリックずる 



2 [バケット通信 J を選択して、 r 次へ J をク 
IJ ックずる 

「パケット通信」にチェックび付いていることを確認して、 
「次へ」をク U ックしてください。 


11 次ページにつづ< 


















































r『m 叩 era U 』 への接続 J または 
r『m 叩 era 』 への接続 J を選択して 、 HR 


へ J をクリックずる 

mopera U を利用する場合は 「『mopera U 』 への接続」を 
選択します。 mopera を利用する場合は 「『 mopera 』 への 
接続」を選択します。 

「『mopera U 』 への接続」を選択した場合は、ご契約びお済 
みかどラかの確認画面び表示されます。ご契約びお済みの場 
合、「はい」をク U ックします。 

roKj をク IJ ックずる 

•パソコンに接続された FOMA 端末から接続先 （ APN ) 設 
定を取得します。しばらくお待ちください。 

接続名を入力して、 r 巧へ J をクリックずる 

現在作成している接続の名前を自由に設定でさます。わかり 
やすい名前を「接続名」欄にご入力 < ださい。 

•半角の「¥」「/」「：」「*」「？」「！」「<」「>」「 I 」 
「"」は入力でさません。 



r 巧へ J をクリックずる 

接続先び 「 moperaU 」 または 「 m 叩 era 」 の場合は 、ユー 
ヴー名-パスワードについては空欄でをかまいません。 

• Windows ® XP および Windows ® 2000 Professional の 
場合は、ユーヴーの選択を任意に行ってください。 
Windows ® 98および Windows ® Me の場合は、使用可能 
ユーヴーの選択は表示されません。 

r 最適化を巧う J を選択して、 r 巧へ J をク 


IJ ックずる 

「最適化を行う」にチェックび付いていることを確認して、 
「次へ」をク U ックします。 

•すでに最適化されている場合、最適化を行ラための確認画 
面は表示されません。 


roKj をク IJ ックずる 

設定び完了しました。 

デスクトップに自動作成されたダイヤルアッ 
プのショートカットアイコンを開くと、通信 
接続を開始するための接続画面び表示されます。接続確認 
後、インターネットブラウヴやメールブラウヴを起動して通 
信でさます。 （ P .1 日参照） 

•「最適化」を有効にするためには、パソコンを再起動する 
必要びあります。 



「mopera U 」 または 「 mopera 」 似外の 
プ□バイダを接続巧として利用ずる場合 


パケット通信は、通信時間や距離に関係なく送受信さ 
れたデータ量に応じて料金が計算される通信方式で 
す。慢信最大 384 kbps 、 送信最大 64 kbps ) 
ここでは fmopera UJ または fmoperaj む外のプ 
□バイダを利用します。 fmoperaj がのプ□バイ 
ダを利用する場合は、別途契約申し込み等が必要とな 
る場台があります。 

1 r かんたん設定 J をクリックずる 



2 [バケット通信 J を選択して、 r 巧へ J をク 
IJ ックずる 

「パケット通信」にチェックび付いていることを確認して、 
「次へ」をク U ックしてください。 

3 r その他 J を選択して、 r 巧へ J をクリック 
ずる 

「その他」にチェックび付いていることを確認して、「次へ」 
をク U ックして<ださい。 

4 roKj をクリックずる 

•パソコンに接続された FOMA 端末から接続先 （ APN ) 設 
定を取得します。しばらくお待ちください。 


設定情報のお認をして、 r 完了 J をクリック 
ずる 

設定された内容び一覧で表示されます。設定内容に誤0のな 
いことを確認して、「完了」をク U ックしてください。 

•設定内容を変更する場合は、「戻る」をク U ックします。 
•「デスクトップにダイヤルアップのショートカットを作成 
する」にチェックび付いていれば、デスクトップにショー 
トカツトび作成されます。 


12 次ページにつづ< 






























接続名を入力ずる 

現在作成している接続の名前を自由に設定でさます。わかり 
やすい名前を「接続名」欄にご入力< ださい。 

•半角の「¥」「/」「：」「*」「？」「！」「<」「>」「 I 」 
「"」は入力でさません。 

•「接続先 （ APN ) の選択」欄には標準で 「 mopera . ne . jp 」 
び設定されていますび、「接続先 （ APN ) 設定」画面に進 
んで < ださい。 



r 接続巧 （ APN ) 設定 J をクリックずる 

お買い上げ時、ま号 （ cid ) 11こは rmopera . ne . jp 」 び、ま 
号（加）3には rmopera . net 」 び設定されています。「追 
加」をク U ックして、「接続先 （ APN ) の追加」画面で、 
FOMA パケット通信に対応した接続先名 （ APN ) を正しく 
入力して、 「0 K 」 をク U ックします。 

•プ□バイダの接続先 （ APN ) については、をプ□バイダ 
にお問い合わせください。 

•「パケット通信設定」の画面に戻ります。新たに設定した 
接続先 （ APN ) を選択して、よろしければ rOK 」 をク 
U ックしてください。 




r 詳細情報の設定 J をクリックずる 

rip アドレス」-「ネームサーバー」の設定画面び表示されま 
す。ご加入のプ□バイダや、社内 LAN などのダイヤルアッ 
プ情報として入力び必要な場合は、入力指示情報をちとに、 
を種アドレスを設定して roK 」 をク U ックします。 

r 巧へ J をクリックずる 


0 ユーザー名•パスワードを設定して、[巧 
へ J をクリックずる 

ユーヴー名-パスワードの設定は、インターネットサービス 
プ□バイダから提供されたを種情報を、大文字-小文字など 
にミ主意し、正確に入力してください。 

• Windows ® XP および Windows ® 2000 Professional © 
場合は、ユーヴーの選択を任意に行ってください。 
Windows ® 98および Windows ® Me の場合は、使用可能 
ユーヴーの選択は表示されません。 



Windows ® 98 - Windows ® Me の場合 



Windows ® XP - Windows ® 2000 Professional の場合 

1 nr 最適化を巧う J を選択して、 r 次へ J をク 
リックずる 

「最適化を行う」にチェックび付いていることを確認して、 
「次へ」をク U ックします。 

•すでに最適化されている場合、最適化を行ラための確認画 
面は表示されません。 


11 設定情報のお認をして、「完了 J をクリック 
ずる 

設定された内容び一覧で表示されます。設定内容に誤0のな 
いことを確認して、「完了」をク U ックしてください。 

•設定内容を変更する場合は、「戻る」をク U ックします。 
•「デスクトップにダイヤルアップのショートカットを作成 
する」にチェックび付いていれば、デスクトップにショー 
トカツトび作成されます。 
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次ページにつづ< 












































































12 roKj をク ij ックずる 

設定び完了しました。 

デスクトップに自動作成されたダイヤルアッ 
プのショートカットアイコンを開くと、通信 
接続を開始するための接続画面び表示されます。接続確認 
後、インターネットブラウヴやメールブラウヴを起動して通 
信できます。 （ P .1 已参照） 

•「最適化」を有効にするためには、パソコンを再起動する 
必要びあります。 


n かんたん設定か6目 4 K データ通信を選 
択する 


fmopera UJ または 「 mopera 」 を接続巧 
として利用ずる場合 


巨 4 K データ通信は接続した時間量に応じて料金が計 
算される通信方式です。（通信速度最大 64 kbps ) 
FOMA でのインターネット接続には、ブ□ー ドバン 
ド接続オプション、国際□ーミングなどに対応した 
fmopera UJ のご利用をおすすめします。（別途お 
申し込みが必要です。） 

また、今すぐ簡単にインターネットに接続したい方に 
は 「 mopera 」 が便利です。 

1 r かんたん設定 J をクリックずる 



2 r 巨 4 K データ通信 J を選択して、 r 巧へ J を 
ク IJ ックずる 

「64 K データ通信」にチェックび付いていることを確認し 
て、「次へ」をク U ックしてください。 

3 fTmopera U 』 への接続 J または 

r 『 m 叩 era 』 への接続 J を選択して、じ夕 



へ J をクリックずる 

mopera U を利用する場合は 「『mopera U 』 への接続」を 
選択します。 mopera を利用する場合は 「『 mopera 』 への 
接続」を選択します。 

「『mopera U 』 への接続」を選択した場合は、ご契約びお済 
みかどラかの確認画面び表示されます。ご契約びお済みの場 
合、「はい」をク U ックします。 


4 接続名を入力して、 r 巧へ J をクリックずる 

現在作成している接続の名前を自由に設定でさます。わかり 
やすい名前を「接続名」欄にご入力 < ださい。 

また、「モデムの選択」欄で 、 FOMA P 702 め';表示されて 
いることをご確認ください。 

•半角の「¥」「/」「：」「*」「？」「！」「<」「>」「 I 」 
「"」は入力でさません。 



5 [巧へ J をクリックずる 

接続先び 「mopera U 」 または 「 mopera 」 の場合は、ユー 
ヴー名-パスワードについては空欄でをかまいません。 

• Windows ® XP および Windows ® 2000 Professional の 
場合は、ユーヴーの選択を任意に行ってください。 
Windows ® 98および Windows ® Me の場合は、使用可能 
ユーヴーの選択は表示されません。 

0 設定情報のお認をして、 r 完了 J をクリック 
ずる 

設定された内容び一覧で表示されます。設定内容に誤0のな 
いことを確認して、「完了」をク U ックしてください。 

•設定内容を変更する場合は、「戻る」をク U ックします。 
•「デスクトップにダイヤルアップのショートカットを作成 
する」にチェックび付いていれば、デスクトップにショー 
トカットび作成されます。 

7 roKj をクリックずる 

設定び完了しました。 

デスクトップに自動作成されたダイヤルアッ 
プのショートカットアイコンを開くと、通信 
接続を開始するための接続画面び表示されます。接続確認 
後、インターネットブラウヴやメールブラウヴを起動して通 
信できます。 （ P .1 已参照） 


「 mopera 川または fmopera 」 似外の 
プ□バイダを接続巧として利用ずる場合 


巨 4 K データ通信は接続した時間量に応じて料金が計 
算される通信方式です。（通信速度最大 64 kbps ) 
rmopera 」 む外のプ□バイダを利用する場 S ホ、別 
遠契約申し込み等び必要となる場台びあります。 

1 r かんたん設定 J をクリックずる 



2 r 巨 4 K データ通信 J を選択して、 r 巧へ J を 
ク IJ ックずる 

「64 K データ通信」にチェックび付いていることを確認し 
て、「次へ」をク U ックしてください。 



14 次ページにつづ< 







































r その他 j を選択して、 r 巧へ j をクリック 
ずる 

「その他」にチェックび付いていることを確認して、「次へ」 
をク U ックして<ださい。 

ダイヤルアップ情報を入力ずる 

[mopera UJ または 「 m 叩 era 」 必外の旧 DN 同期 64 K 巧 
応プ□バイダに接続する場合は、ダイヤルアップ作成時に、 
①接続名の入力（任意） 

③モデムの選択 (FOMA P 702 i ) 

③プ□バイダ接続の電話番号 
をそれぞれに登録します。 

プ□バイダ情報を元に正しく入力してください。 

•「接続名」欄に半角の「¥」「/」「：」「*」「？」「！」 
「<」「>」「！」「"」は入力でさません。 



r 詳細情報の設定 J をクリックずる 

rip アドレス」-「ネームサーバー」の設定画面び表示されま 
す。ご加入のプ□バイダや、社内 LAN などのダイヤルアッ 
プ情報として入力び必要な場合は、入力指示情報をちとに、 
を種アドレスを設定して roK 」 をク U ックします。 

r 巧へ J をクリックずる 


ユーザー名•パスワードを設定して、 r 巧 


へ J をクリックずる 

ユーヴー名-パスワードの設定は、インターネットヴービス 
プ□バイダから提供された各種情報を、大文字-小文字など 
にを意し、正確に入力してください。 

• Windows ® XP および Windows ® 2000 Professional の 
場合は、ユーヴーの選択を任意に行ってください。 
Windows ® 98および Windows ® Me の場合は、使用可能 
ユーヴーの選択は表示されません。 



Windows ® 98 - Windows ® Me の場合 


かんたん或ち 


「ほ巧巧能ユーザーの涯巧- 

この巧続を利用できる: L — ザーを!旨ミしてください 
(!• 奇ぺてのユーザ H 
广自分のみ 

-ユーザーる•バスワード記ち- 

アカウントをお持ちのちは人力して下さい。 
(お持ちでねい巧をは入力す要です。） 

ュ-ザ-る： I 
バスヮ-ド： f 

17バスワードを巧なする 


_<戻る电 ） J ホへ地)> I _キャンた!レ」 

Windows ® XP - Windows ® 2000 Professional の場合 

Q 設定情報のお認をして、 r 亮了 J をクリック 
ずる 

設定された内容び一覧で表示されます。設定内容に誤0のな 
いことを確認して、「完了」をク U ックしてください。 

•設定内容を変更する場合は、「戻る」をク U ックします。 
•「デスクトップにダイヤルアップのショートカットを作成 
する」にチェックび付いていれば、デスクトップにショー 
トカットび作成されます。 

g roKj をクリックずる 

設定び完了しました。 

デスクトップに自動作成されたダイヤルアッ 
プのショートカットアイコンを開くと、通信 
接続を開始するための接続画面び表示されます。接続確認 
後、インターネットブラウヴやメールブラウヴを起動して通 
信でさます。 



設定した通信を実行する 


ここでは Windows ® XP を例にしてダイヤルアップ 
接続を説明します。 P .3 の手順に従って、 FOMA 端末 
とパソコンを接続します。 

1 デスクトップのダイヤルアップの ■PV 
シヨ-トカットアイコンをダブル№9 


FOMA 


通信設定で作成された FOMA 接続のショートカツトアイコ 
ンを開< と、通信接続を開始するための接続画面び表示され 
ます。 

•ショートカツトアイコンびない場合は似下の操作でアイコ 
ンを表示します。 



< Windows ® XP > 

r スタート」一「すべてのプ□グラム」一「アクセサリ」 
-「通信」^「ネットワーク接続」 


< Windows ® 2000 Professional > 

「スタート」一「プ□グラム」一「アクセサ U 」 一「通信」 
一「ネットワークとダイヤルアップ接続」 

< Winclows ® 98、 Windows ® Me > 

「スタート」^「プ〇グラム」^「アクセサリ」^「通信」 
一「ダイヤルアップネットワーク」 


15 次ページにつづ< 





















































2 ユーザー名•パスワードを入力し、 r ダイヤ 
ル J をクリックずる 

•「 moperaU 」 または 「 mopera 」 の場合はユーヴー名- 
パスワードについては空欄でをかまいません。 

• r 次のユーヴーび接続するとさ使用するために、このユー 
ヴー名とパスワードを保存する」にチェックを付けると、 
このユーヴーをしくはすべてのユーヴーは次回から入力す 
る必要びなくなります。 



3 タスクトレイのダイヤル 
アップアイコンをクリック 
して、接続をれたことをお認ずる 

•ブラウヴソフトを起動してホームページを閲覧したり、電 
テメールなどを利用できます。 




•ダイヤルアツプ設定を行った FOMA 端末でダイヤルアツプ接続 
を行ってください。異なる F 日 MA 端末を接続する場合は、再度、 
通信設定フアイルのインスト ー J レび必要になることがあります。 
• 通信中は FOMA 端末の消費電力び大さ くなり ます。 

•パケツト通信中は、 FOMA 端末に通信状態び表示されます。 

i ^卜 ~~ n 

「マ」（通信中、データ送信中） 

「^」（通信中、データ受信中） 

「 y …」（通信中、データ送受信なし） 

「卜」（発信中、または切断中） 

「卜」（着信中、または切断中） 

•目 4 K データ通信中は、 FOMA 端末に「卜」び表示されます。 


切断のしかた 


タスクトレイのダイヤル 
アップアイコンをクリック 
ずる 




2 r 切断 J をクリックずる 



•ブラウヴソフトを終了しただけでは、通信回線は切断されない 
場合びあります。確実に切断するためには、この手順に従って 
回線を切断して < ださい。 

•パソコンに表示される通信速度は実際の通信速度とは異なる場 
合びあります。 



FOMA PC 設定 ソフトをアンインス 
トールする 

巧 アンインストールを実巧する前に 


「FOMA PC 設定ソフト」をアンインス!ルする前 
に、 FOMA 用に変更された内客を元に戻す必要があ 
ります。 

1 起動中のプログラムを終了ずる 

• rw-TCP 設定ソフト」を終了します。 

ウインドウち下タスクトレイの 
rw-TCP 設定ソフト」をちク U ッ 
クして、「終了」を選択します。 

•「FOMA PC 設定ソフト」を終了し 
ます。 

「FOMA PC 設定ソフト」ち下にある「終了」をクリック 
します。 



W-TCP 記ち.. 


巧註させない 




•「FOMA PC 設定ソフト」や rw - TCP 設定ソフト」び起動 
中にアンインストールを実行しようとすると、下のような 
画面び表示されます。アンインストールプ□グラムを中断 
し、それぞれのプ□グラムを終了させてください。 
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□アンインストールをする 

ここでは Windows ® XP でアンインス I ルすると 

きの画面を掲載しています。お使いのパソコンにより 

画面の表示が異なります。 

• Windows ® XP 、 Windows ® 2000 Professional で 「FOMA 
PC 設定ソフト」のアンインストールを行う場合は、必ず 
Administrator 権限またはパソコンの管理者権限を持ったユー 
ザーで行ってください。それ L ソ外のユーヴーでアンインストール 
を行うとエラーとなります。パソコンの管理者権限の設定につい 
ては、さパソコンメーカ、マイク□ソフト社にお問い合わせくだ 
さい。 

1 r スタート J ► r コント□ールパネル J 
► r プログラムの追加と削除 J を開< 

〈 Windows ® 2000 Professional 、 Windows ® 98、 
Windows ® Me > 

「スタート」一「設定」一「コント□ールパネル」一「アプ 
U ケーションの追加と削除」 

2 [NTT DoCoMo FOMA PC 設定ソフト J 
を選択して、 r をちと削除 J をクリックずる 

• Windows ® 2000 Professional では「変更/削除」と表 
示されます。 

• Windows ® 98 • Windows ® Me では「追加と削除」と表 
示されます。 



3 削除ずるプログラム名をお認して、 r はい J 
をク IJ ックずる 

アンインス I -ールび実行されプ□グラムび削除されます。 

4 roKj をク IJ ックずる 

「FOMA PC 設定ソフト」のアンインストールび終了します。 


■rw-Tcp 最適化」を解除するには 

W - TCP び最適化されている場合は、下の画面び出ます。通常は 
「はい」をク U ックして、最適化を解除してください。 



設定を有効にするために、「はい、今すぐコンピュータを再起動 
します。」を選択して、「完了」をク U ックしてください。 



W - TCP 設定 
□ W - TCP ソフトの役割 

rW-TCP 設定ソフト」は FOMA ネットワークでパ 
ケット通信を巧う際に、 TCP / IP の伝送能力を最働ヒ 
するための 「 TCP パラメータ設定」ツールです。 
FOMA 端末の通信性能を最大限に活用する前に、こ 
のソフトウェアによる通信設定の最適化が必要でず。 
r かんたん設定」で「最適化を行う」にチェックを入 
れてダイヤルアップを作成した場合、ここでは最適化 
を行う必要はありません。 

a 最適化の設定と削除 


Windows® XP の場台 


Windows ® XP の場合はダイヤルアップごとに最適 
化設定が可能でず。 

1 く 「FOMA PC 設定ソフト」から操作する場合> 

■ FOMA PC 設定ソフトを起動して、 
r マニュアル設定 J の rw-Tcp 設定 J を 
ク IJ ツクずる 


wemg w リコン内の 

巧篇先け PN 简を 盛!離群ぅ臟こぶ’里な怯爲先 ( APN ) 。 

<タスクトレイか5操作する場台> 

タスクトレイの 「 W - TCP アイコン J を 
クリックして、プ□グラムを起動する 


にクリ ッづ 


々瓜) 9 。 3 
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次ページにつづ< 











































最適化 FOMA FOMA P7 日 2i 

がを適化 moperal FOMA P702i 

最滿ヒ ドコモワールド FOMA P702i 

が最巧化をな用 FOMA P702i 

が最巧化自ま用 FOMA P702i 



システム i さを J 糾 OMA パケット谢言巧に試をしたバソコン巧の設ミ慰牌まします。 

3 roKj をクリックずる 


<システム設定が最適化されていない場台> 

r 最適化を巧う J をクリックずる 

最適化するダイヤルアップを選択し、「実行」をク U ックす 
ると、システム設定、ダイヤルアップ設定それぞれの最適化 
び実行されます。 

<システム設定が最適化されている場台> 

内容の変更などびある場合は設定を行ってください。 

<最適化を解除する場台> 

r システム設定 J ► r 最適化を解除ずる J を 
ク IJ ックずる 

FOMA 端末1；!がでの通信などの理由で設定を解除する場合 
に、最適化を解除してください。 


[fomaj {ケット通 f 用のダイヤルアッブぞ還巧してください。 


忌通化 r でぞI現な 1ダイヤんアッづを「モデムを 


3 rOKJ をクリックずる 

4 r はい J をクリックずる 

設定を有効にするために、パソコンを再起動します。 



接続巧 ( APN ) の設定 


パケット通信を行ラ場台の接続先 （ APN ) の設定を 
します。 

FOMA パケット通信の接続先には、巨 4 K データ通信 
と異なり通常の電話番号は使用しません。あらかじめ 
接続巧毎に、 FOMA 端末に APN (Access Point 
Name ) と呼ばれる接続先名を登録し、その登録ま 
号 （ cid ) を接続先電話番号欄に指定して接続しま 
す。 

cid に ontext Identifier ) とはパケット通信の接続 
先 （ APN ) を FOMA 端末に登録するま号のことで 
す。 （ P .22 参照） 

1 FOMA PC 設定ソフトを起動して、[マ 
ニュアル設定 J の r 接続巧 （ APN ) 設定 J 
をク IJ ツクずる 


4 r はい J をク IJ ックずる 

設定を有効にするために、パソコンを再起動します。 


Windows® 2000 Professional/ 
Windows® 98/Windows® Me の 場合 


<「FOMA PC 設定ソフト」から操作する場合 > 

FOMA PC 設定ソフトを起動して、 
r マニュアル設定 J の rw - Tcp 設定 J を 
ク u ツクずる 


'_Kc 階ミ——/] パリコン內の 

一 な按先副童を幻盛!も碟!朽う臘こあ里な巧続先㈱。 


<タスクトレイから操作する場台> 

タスクトレイの rw-Tcp アイコン J をク 
リックして、プ□グラムを起動ずる 


左クリック 


陳戶乂淵 17 :の 

<最適化されていない場台> 

r 最適化を巧う J をクリックずる 

く最適化されている場台> 

r 最適化を解除ずる J をクリックずる 

FOMA 端末1；!がでの通信などの理由で設定を解除する場合 
に、最適化を解除してください。 


卜 TC 階を 1 iis ! 躁碧晏 r るため、パソコン內。 
巧篇モ(側恩を 黨!總隻季朽う階に必至な巧镜先㈱の 


3 


roKj をク IJ ックずる 

rOKJ をク U ックすると、接続された FOMA 端末に自動ア 
クセスし、登録されている「接続先 （ APN ) 設定」を読み 
込みます。また、設定情報は手順3でメニューの「フアイ 
ル」^ 「 FOMA 端末から設定を取得」からを読み込めます。 

接続巧 ( APN ) の設定をずる 

• FOMA 端末び接続されていない場合、この画面は表示され 
ません。 


FOMA 瑞ホ設定 
「巧镜が AP 他の設定 


ま号 (Cid) 1 

巧続ホ (APN) 1 

3 

mopera.net 


ち加 ...I 想実 ...I 刖除 I タイヤルアッブ巧が ..I 


記定ぞまき泣む 
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接続先 （ APN ) の追加 • 編集-削除 

•接続先 （ APN ) の追加をする場合は「追加」をクリック 
して < ださい。 

-登録済みの接続先 （ APN ) を編集（修正）する場合は 
「編集」をク U ックします。 

•登録済みの接続先 （ APN ) を削除したい場合は、対象の 
接続先 （ APN ) を選択して悄 U 除」をク U ックしてくだ 
さい。 

《「加1」と rcidSJ に登録されている接続先 （ APN ) 
は削除でさません。 （ rcid 3」 を選択して「削除」をク 
U ックしても、実際には削除されず、 「 mopera . net 」 
に戻ります。） 

次ページにつづ< 


咖 

るるるるる 

回□回回！：！ 

















































ファイルへの保存 

メニューの「ファイル」^「上書さ保ち」/「名前を付けて 
保を」からの操作で、 FOMA 端末に登録された接続先 
( APN ) 設定のバックアップを取ったり、編集中の接続先 
( APN ) 設定を保存したりできます。 

ファイルか5の読み&み 

メニューの「ファイル」一「開く」からの操作で、パソコン 
に保をされている接続先 （ APN ) 設定を読み込めます。 

FOMA 端末からの接続先 （ APN ) 情報の読み込 
み 

「 FOMA 端末から設定を取得」をク U ックすると、接続先 
( APN ) 設定を FOMA 端末から読み込めます。 

FOMA 端末への接続先 （ APN ) 情報の書き&み 

「 FOMA 端末へ設定を書き込む」をク U ックすると、表示さ 
れている接続先 （ APN ) 設定を FOMA 端末に書き込めます。 
ダイヤルアップ作成機能 
接続先 （ APN ) 設定画面上で追加-編集された接続先 
( APN ) を選択し、「ダイヤルアップ作成」をク U ックする 
と、パケット通信ダイヤルアップび作成できます 。 FOMA 
端末設定書さ込み確認画面び表示されますので、「はい」を 
ク U ックします。書き込み終了後、「パケット通信ダイヤル 
アップ作成画面」び表示されます。 

任意の接続先名を入力し、「アカウント-パスワードの設定」 
をク U ックしてください。 （ m 叩 era U または mopera の場 
合は空欄でをかまいません。） 

ユーヴー名とパスワードを入力し （ Windows ® XP - 
Windows ® 2000 Professional の場合は使用可能ユー 
ヴーの選択をして） 「0 K 」 をク U ックしてください。 

ご利用のインターネットサービスプ□バイダよ0、 IP およ 
び DNS 情報の設定び指示されている場合、「詳細情報の設 
定」をク U ックし、必要な情報を登録後、 「0 K 」 をクリッ 
クしてください。 

設定入力び完了したら、 rOK 」 をク U ックしてください。 
ダイヤルアップび作成されます。 

「 m 叩 era U 」 または 「 m 叩 era 」 を利用する場合は P . 11参 
照。 

「mopera U 」 または 「 mopera 」 必外のプ□バイダを利用 
する場合は P . 12参照。 

•接続先 （ APN ) は、 FOMA 端末に登録される情報であるため、 
異なる FOMA 端末を接続する場合は、再度 FOMA 端末に接続 
先 （ APN ) を登録する必要びあります。 

•パソコン側の接続先 （ APN ) を継続利用する場合は、同一 cid 
ま号に同一接続先 （ APN ) を FOMA 端末に登録してください。 


ダイヤルアップネットワークの設定を 
する 

n パケット通信の設定をする 

「FOMA PC 設定ソフト」を使わずに、パケット通信 
の接続を設定する方法について説明します。 

パケット通信では、パソコンか5さまざまな設定を巧 
う場合に AT コマンドを使用します。設定を行うため 
には、 AT コマンドを入力するための通信ソフトび必 
要です。ここでは、 Windows ® 標準添付の「ハイ 
パーターミナル」を使って説明します。 

ドコモのインターネット接続ヴービス 「mopera U 」 
または 「 mopera 」 をご利用になる場合は、接続先 
( APN ) の設定 （ P .21 参照）は不要です。 

発信者番号通知/非通知の設定 （ P .23 参照）は必要 
に応じて巧います 。 （「mopera U 」 または 
「 mopera 」 をご利用の場台は、「通知」に設定する必 
要があります。） 

< AT コマンドによるパケット通信設定の流れ> 



n COM ポート番号を確認する _ 

手動で通信設定を行ラ場台、 P 702 i 通信設定ファイ 
ルのインス!-ール後に組み込まれた 「FOMA 
P 702 iJ (モデム）に割り当て5れた COM ポートま 
号を指定する必要びあります。確認方法はご利用にな 
るパソコンの 0 S によつて異なります。 

•ドコモのインターネット接続ヴービス 「 mopera 川または 
「 mopera 」 をご利用になる場合、接続巧 ( APN ) の設定が不要 
なため、モデムの確認をするぶ、要はありません。 
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次ページにつづ< 




















Windows ® XP の場合 


1 r スター Ki ► ロントロールパネル j を開く 

2 r コント□ールパネル J の r プリンタとその 
他の八ードウエア J か6 r 電話とモデムの 
オプション J を開< 

3 r 巧な地情報 J の画面び表示をれた場合は、 
r 市か局番/エリアコード J を入力して、 
roKj をク IJ ックずる 

4 r モデム J タブを開を 、 [FOMA P 702 iJ 
の r 接続巧 J 欄の COM ポート番号をお認 
して、 roKj をクリックずる 

•確認した COM ポート番号は、接続先 （ APN ) の設定 
( P .21 参照）で使用します。 

•プ□パティ画面に表示される内容および COM ポートま号 
は、お使いのパソコンによって異なります。 



Windows ® 2000 Professional の場台 


1 r スター ► r 設定 J 

► r コント□ールパネル J を開く 

2 r コント□ールパネル J の r 電話とモデムの 
オプション J を開< 

3 r 巧巧地情報 J の画面が表示をれた場合は、 
r 市か局番 J を入力して、 roKj をクリツ 
クずる 


4 r モデム J タブを開を 、 [FOMA P 702 iJ 
の r 接続巧 J 欄の COM ポート番号をお認 
して、 roKj をク IJ ックずる 

•確認した COM ポートま号は、接続先 （ APN ) の設定 
( P .21 参照）で使用します。 

• プ□パティ画面に表示される内容および COM ポートま号 
は、お使いのパソコンによって異なります。 



Windows ® 98、 Windows ® Me の場台 


1 r スター ► r 設定 J 

► r コント□ールパネル J を開< 

2 r コント□ールパネル J の r モデム J を開く 

•コント□ールパネルに「モデム」び表示されない場合は、 
「すべてのコント□ー ルノ くネルのオプションを表示する」 
をク IJ ックします。 

3 [FOMA P 702 U びセットアップをれて 
いることをお認して、 r 検出結果 J タブをク 
U ツクずる 
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L インストールをれなぶデ j W ス 

モデムはイシストールされていません 
モデムはイシストールされていません 
モデムはイシストールされていません 
FOMA P 702 i 

モデムはイシストールされていません 


ドライバ⑩ 詳細怕沛ヘルプお) 


r OK I キャンセル 


Jjxj 


全])さお出結ま I 

曾 お出されたポートとインストールされているテパイス： 


A [FOMA P 702 ij が設定をれている COM 
ポート番号をお認して、 「 OKJ をクリック 
ずる 

•確認した COM ポート番号は、接続先 （ APN ) の設定で使 
用します。 

•プ□パティ画面に表示される内容および COM ポートま号 
は、お使いのパソコンによって異なります。 


n 接続巧 ( APN) の設定をする 

パケット通信を行ラ場台の接続先 （ APN ) を設定し 
まず。接続先 （ APN ) は10個まで登録でき、1〜 

10の rcidj ( P .22 参照）というま号で管理されま 
す。 

fmopera UJ または 「 mopera 」 をご利用になる場 
台は、接続先 （ APN ) の設定は不要です。 

ここでは接続先 （ APN ) び rxXX . abc 」 を例として 
説明します。実際の APN はインターネットサービス 
プ□バイダまたはネットワーク管理をにお問い合わせ 
<ださい。 

ここでの設定はダイヤルアップネットワークの設定 
( P .23 参照）での接続先番号となります。 


FOMA 端末と FOMA USB 接続ケーブル 
(別売）を接続ずる 

FOMA 端末の電源を入れて、 FOMA 端末 
と接続した FOMA USB 接続ケーブルをパ 
ソコンに接続ずる 


3 


4 


八イパーターミナルを起動ずる 

「スタート」一「すべてのプ□グラム」一「アクセサ U 」 一 
「通信」一「八イパーター S ナル」を開さます。 

八イパーターミナル起動後に、「『既定の Telnet 』 プ□グラ 
ムにしますか？」と表示された場合、任意で設定します。設 
定内容につきましては、パソコンメーカおよびマイク□ソフ 
卜にご確認ください。 

• Windows ® 2000 Professional 、 Windows ® 98、 
Windows ® Me では、パソコンで「スタート」一「プ□グ 
ラム」一「アクセサ U 」 一「通信」一「八イパータ ー S ナ 
ル」を開さます。 

• Windows ® 98では、「八イパーターミナル」を開いたあ 
と rHypertrm . exeJ をダブルク U ックします。 

r 名前 J の欄に任意の名前を入力して、 
roKj をク IJ ックずる 

ここでは例として 「 Sample 」 と入力します。 


接続方法を選択ずる 

< 「FOMA P 702 U の COM ポート番号を選択 
できる場台> 

「接続ち法」で 「 F 0 MAP 702 i 」 びインストールされた 
COM ポート番号を選択して rOK 」 をク U ックします。 

このあと手順目へ進んでください。 

•ここでは例としてに 0 M 3」 を選択します。実際に「接 
続ち法」で選択する 「 F 0 MAP 702 i 」 の COM ポートま号 
については P . 19参照。 


Sample 


% 

巧話を号の巧郎を入力してください： 


国/化が番号に)： I 日本お 1) 
市外ちをを)： 


a 


[ 


巧話を号を)： 
接続ちま(が： 


L 


情を56000 bps モデム 


FOMA P 702 i 
巧を56加0 bps モデム 
C 0 M 1 _ 


C 0 M 7 

C 0 M 8 

TCP/IP 邮 insock ) 
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^巧しい巧掃 

る前を入力し、アイコンを涅んでください： 

るお(が： 

Samplel 

アイコンの： 

霉泰喫 I 戀圓廣滅 


[ 0 K ] I キヤン t ル I 


Windows ® XP の 例 


モデムのプ□バテイ 


|8面|||| 







































<「FOMA P 702 U の COM ポート番号を選択 
できない場合> 

「キャンセル」をク U ックして「接続の設定」画面を閉じ、 
次の操作を行ってください。 

(1) 「ファイル」メニュ ー-► 「プ□パティ」を選択します。 

(2) 「 Sample のプ□パティ」画面の「接続の設定」タブの 
「接続ち法」の欄で 「 F 0 MAP 702 U を選択します。 

(3) 「国/地域番号と市外局まを使ラ」のチてックをがしま 
す。 

(4) 「0 K 」 をク U ックします。 

このあと手順7へ進んでください。 


Q roKj と表示をれることを巧認ずる 



0 r ファイル J メニュー ► 「八イパーターミ 
ナルの終了 J を選択して、八イパーターミ 



COM ポート番号のプ□パティが表示をれ 
るので、 roKj をクリックずる 

•手順已で COM ポート番号を選択した場合に表示されます。 

接続巧 ( APN ) を設定ずる 

AT + CGDCONT = cid ,|’ PPp | V ’ APN |’ の形式で入力します。 
cid : 2もしくは4〜10までのうち任意のま号を入力しま 
す。 

※すでに cid び設定してある場合は、設定び上書さされます 
のでま意して < ださい。 

" APN " : APN を""で囲んで入力します。 

I ’ PPP " についてはそのまま I ’ PPP " と入力します。 


(例： cid の2まに XXX . abc という APN を設定する場合） 
AT + CGDC 0 NT =2," PPP "," XXX . abc " 

入力後回を巧して、 0 K と表示されれば APN の設定は完了 
です。 

• 現在の APN 設定を確認したい場合は、 

「 AT + CGDC 0 NT ? 回」と入力します。 

APN 設定び一覧で表示されます。 



ナルをお了ずる 

•「現在、接続されています。切断してをよろしいですか？」 
と表示されたとさは、「はい」を選択してください。 
•「セツシヨン XXX を保ちしますか？」と表示されますび、 
特に保をする必要はありません。 

•接続先 （ APN ) は、 FOMA 端末に登録される情報であるため、 
異なる FOMA 端末を接続する場合は、再度 FOMA 端末に接続 
先 （ APN ) を登録する/必要びあります。 

•パソコン側の接続先 （ APN ) を継続利用する場合は、同一 cid 
番号に同一接続先 （ APN ) を FOMA 端末に登録して<ださい。 
•入力した AT コマンドび表示されない場合は 「 ATE 1 回」と入 
力してください。 


■cid (登録番号）について 

FOMA 端末には cid 1から cid 10までの登録き号びあり、お買い 
上げ時、 cidl には 「 mopera . ne . jp 」 び、 cidS には 
rmopera . net 」 び接続先 （ APN ) として登録されています。 
「mopera U 」 または 「 mopera 」• UU 外に接続する場合は、 cicl 2 
と cid 4 〜10のいずれかにプ□バイダまたはネットワーク管理者 
より指示される接続先 （ APN ) を設定する必要びあります。 


お買い上げ時の cid 登録 


登録番号 （ cid ) 

接続先 （ APN ) 

1 

mopera . ne.jp ( mopera ) 

2 

未設定 

3 

mopera.net (mopera U ) 

4〜10 

未設定 


■ cid に登録した接続巧 ( APN ) に接続するときの「電話番号」 
について 

「本 99* * *< cid 番号>#」 

(例） cid 2 に登録した接続先 （ APN ) に接続する場合 
*99* * *2# 


■接続先 （ APN ) 設定のリセット/確認について 

接続先 （ APN ) 設定の U セット/確認を AT コマンドを使って行 
います。 

接続巧 ( APN ) 設定のリセット 

U セットを行った場合、 cid = l の接続先 （ APN ) 設定び 
rmopera . ne.jpJ (初期値）に、 cicl =3 の接続先 （ APN ) 設定び 
rmopera . net 」 （初期値）に戻り、 cicl =2 と cid 4 〜10の設定は 
未登録となります。 

(入力ち法） 

AT + CGDCONT =0 (すべての cid を U セットする場合） 
AT + CGDC 0 NT =〈 cid 〉 回（特定の cid のみ U セットする場合） 
接続巧 ( APN ) 設定の確認 
現在の設定内容を表示させます。 

(入力ち法） 

AT + CGDC 0 NT ? 口 
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■ダイヤルアップネットワークでの通知/非通知設定について 

ダイヤルアップネットワークの設定でを、接続先のま号に186 
(通知）/184 (非通知）を付けることびできます。 

* DG 円 R コマンド、ダイヤルアップネットワークの設定の両方 
で18目（通知）/184 (非通知）の設定を行った場合、政下の 
ようになります。 


ダイヤルアップネッ 
トワークの設定 
(cid = 3 の場合） 

が G 円 R 
コマンドに 
よる通知/ 
非通知設定 

発信者番号の通知/非通知 

东99ホホ东3# 

設定なし 

通知 

非通知 

非通知 

通知 

通知 

184ホ99ホホホ3# 

設定なし 

非通知 

(ダイヤルアップネットワ 
ークの184び優先される） 

非通知 

通知 

186水99ホホホ3# 

設定なし 

通知 

(ダイヤルアップネットワ 
ークの18目び優先される） 

非通知 

通知 


•「 nraperaU 」 または 「 mopera 」 に接続する場合は、発信者 
ま号の通知び必要です。 


^発信者番号の通知/巧通知を設定する 

パケット通信を行ラとさに、通知/巧通知設定（接続 
先にお客様の発信者ま号を通知するかどラかの設定） 
を行えます。発信を番号はお客様の大切な情報なの 
で、通知する際には十分にごま意ください。発信者ま 
号の通知/非通知設定は、ダイヤルアップ接続を行ラ 
前に AT コマンドで設定できます。 

発信者番号の通知/非通知は* DG 円 R コマンドで設 
定します。 

1 r 八イパーターミナル J などの通信ソフトを 
起動ずる 

•「八イノ く一夕 一 S ナル」での操作ち法については P .2 1参 
照。 

2 *DGPIR コマンド （P.3 已参照）で発信ち 
番号の通知/非通知を設定ずる 

•発信/着信応答のとさに自動的に184 (非通知）を付け 
る場合は、 

AT * DG 円 R =1 回と入力します。 

•発信/着信応答のときに自動的に18目（通知）を付ける 
場合は、 

AT * DG 円 R =2 回と入力します。 



3 roKj と表示をれることを巧認ずる 




• ドコモのインターネット接続サービス 「mopera U 」 または 
rmoperaj をご利用になる場合は、発信者番号を「通畑に 
設定する必要びあります。 

•入力した AT コマンドび表示されない場合は 「 ATE 1 回」と入 
力して < ださい。 


1 Windows ® XP でダイヤルアップ 
I ネットワークの設定をする _ 

1 r スタート J ► 「ずべてのプ□グラム J 
► r アクセサリ J ► r 通信 J 
► r 新しい接続ウイザード J を開く 

2 r 新しい接続ウイザード J の画面び表示をれ 
たら、 r 巧へ J をクリックずる 


巧し〇巧ちウイサード 



巧しい接結ウィザ-ド®開始 

こ® 0 ィザードではホのキかけをします： 

• インター木ットへの巧搞 

• お巧でのネゥトワ-如:どのブ別ペ-トネ》トワーウへの巧続 

• ホ-ムネットワ-ウや小規載りィスのネ》トワ-クのかトア》ブ 


続行するにはじか 0 を。リッ。してび谢、。 

\ 1 くち ミて 1 ぶ制） > y 1 キサシセル 1 


3 r インターネットに接続ずる J を選択して、 
r 次へ J をクリックずる 

4 r 接続を手動でセットアップずる J を選択し 
て、 r 巧へ J をクリックずる 

5 r ダイヤルアップモデムを使用して接続ず 
る J を選択して、 r 巧へ J をクリックずる 
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r デバイスの選択 j 画面が表示をれた場合 
は 、 [FOMA P 702 u のみチェックを付 
けて r 次へ J をクリックずる 

•「デバイスの選択」画面は、複数のモデムび存在するとさ 
のみ表示されます。 



r 旧 P 名 J の欄に任意の名前を入力して、 
r 巧へ J をクリックずる 

•ここでは例として 「 SAMPLE 」 と入力します。 



r 電話番号 J の欄に接続巧番号を入力して、 
r 次へ J をクリックずる 

• mopera U に接続する場合、接続先ま号には「*99** 
*3#」を入力します。 

mope 旧 U 必外の接続先ま号については P .22 参照。 


f イヤルする巧ま*号 

広 P のを話番号をおちして 


下にち詰苗号を入力してください。 
巧話者号が： 


f 飯煎觀鑛 f モ销藉«鑑繳雜鑑と譜を1 


Q r ユーザー名 J 、 r パスワード J 、 r パスワード 
のお認入力 J の欄にインターネットサービ 
スプ□バイダまたはネットワーク管理者か 
6指定をれたユーザー名とパスワードを入 
力して、 r 巧へ J をクリックずる 

• mopera U または mopera へ接続する場合は、ユーヴー名 
とパスワードは空欄でをかまいません。 



1 Qr 完了 J をクリックずる 


11 r スター hj ► r ずべてのプ□グラム J 
► r アクセサリ J ► r 通信 J 
► r ネットワーク接続 J を開く 


12 ダイヤルアップのアイコンを選択して、 

r ネットワークタスク J ► r この接続の設定 
をを更ずる J を選択ずる 

ここでは手順7で入力した名前のアイコンをク U ックしま 
す。 
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13[ を般 j タブで設定をお認ずる 

パソコンに2台似上のモデムび接続されている場合は、「接 
続ち法」の欄で「モデムー FOMA P 702 i 」 にチェックび付 
いているのを確認します。チェックび付いていない場合に 
は、チェックを付けます。また、複数のモデムにチェックび 
付いている場合は、を I ボタンをク U ックして「モデムー 
F 0 MAP 702 U の優先順位を一番上にするか、「モデムー 
FOMA P 702 U じ(がのモデムのチェックをがしてくださ 
い。 

「ダイヤル情報を使ラ」にチェックされている場合には 
チェックをがします。 

•「FOMA P 702 U に割り当てられる COM ポート番号は、 
お使いのパソコンによって異なります。 

• mopera UI し接続する場合、接続先ま号(しは「*99东* 
*3#」を入力します。 

mope 旧 U 似がの接続先ま号については P .22 参照。 



ネットワ—ク J タブをクリックして、さ種 
設定を巧5 


IK ずべてのチェックをかして、 roKj をク 
リックずる 



16 手順14の画面に戻り、 roKj をクリック 
ずる 


1 Windows ⑥2000 Professional 
でダイヤルアップネットワークの設定 
j をする 

1 r スタート J ► r プ□グラム J 

► r アクセサリ J ► r 通信 J ► r ネット 
ワークとダイヤルアップ接続 J を開< 


r ネットワークとダイヤルアップ 
接続 J の中の r 新しい接続の作 
成 J をダブルクリックずる 


1 

がし樵待の 


3 r 所在地情報 J の画面び表示をれた場合は、 
r 市か局番 J を入力して、 roKj をクリツ 


クずる 

•「所在地情報」の画面は、手順2で「新しい接続の作成」 

を初めて起動したとさのみ表示されます。 

• 2 回目じ(降は、この画面は表示されず、「ネットワークの 
接続ウイヴード」の画面び表示されるので、手順5に進ん 
で < ださい。 


「呼び出すダイヤルアップヴーノ（一の種類」の欄は、 
f PP:Windows 9已 /98/ NT 4/2000, Internet 」 を選択 
します。 

「この接続は次の項目を使用します」の欄は、「インターネッ 
トプ□トコル（ TCP / IP )」を選択します。 

「 QoS パケットスケジューラ」は設定変更びでさませんの 
で、そのままにしておいてください。 

続いて「設定」をク U ックします。 

一般旧 P などに接続する場合の TCP / IP 設定は、旧 P または 
ネットワーク管理者に確認してください。 



4 r 電話とモデムのオプション J び表示をれた 
6、 rOKJ をク IJ ックずる 

5 r ネットワークの接続ウィザード J の画面び 
表示をれた6、 r 巧へ J をクリックずる 



0 r インターネットにダイヤルアップ接続ず 
る J を選択して、 r 次へ J をク IJ ックずる 

7 r インターネット接続を手動で設定ずるか、 
または□一カルエリアネットワーク 
(LAN) を使って接続しまず J を選択して、 
r 巧へ J をクリックずる 
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Q r 電話回線とモデムを使ってインターネット 
に接続しまず J を選択して、 r 巧へ J をク 
IJ ックずる 

0 r インターネットへの接続に使5モデムを選 
択ずる J の欄び [FOMA P 702 iJ になっ 
ていることをお認して、 r 巧へ J をクリック 
ずる 

•選択されていない場合には、 rF 0 MAP 702 i 」 を選択しま 
す。 

• お使いになるパソコンの動作環境によっては、下の画面は 
表示されません。その場合は、手順10へ進みます。 


モデムの 巧お 

な 

イシ々-ネリ K の巧掃にほうモデムを进おする(凶)： 


く戻るを）1みへ1 

的)> 1 キサ地レ11 


IQr 電話番号 J の欄に接続巧番号を入力ずる 

•「巿が局番」の欄には何を入力しません。 

• r 巿外局まとダイヤ J レ情報を使う」のチェックを外します。 

• mopera UI し接続する場合、接続先番号(しは「*99** 
*3#」を入力します。 

mope 旧 U 似外の接続先番号については P .22 参照。 



11 「詳細設定 J をクリックずる 


12 [ 接続 J タブの中の設定を行5 

「接続の種類」、「□グオンの手続さ」について、インター 
ネットサービスプ□バイダまたはネットワーク管理者から指 
定されたとおり設定します。 

設定を確認したら、「アドレス」タブをク U ックします。 

•「接続」タブでの設定内容については、インターネット 
サービスプ□バイダまたはネットワーク管理者へお問い合 
わせ < ださい。 



I ^ IP アドレスおよび DNS (ドメインネーム 
サービス）アドレスの設定を巧5 

「 IP アドレス」、 nsp による DNS (ドメイン ネームヴービ 
ス）アドレスの自動割り当て」について、インターネット 
サービスプ□バイダまたはネットワーク管理者から指定され 
たとおり設定します。 

すべての入力び終わったら、 「 OK 」 をク U ックします。手 
順10の画面に戻るので、「次へ」をク U ックします。 

• IP アドレスおよび DNS アドレスの設定内容については、 
インターネットサービスプ□バイダまたはネットワーク管 
理者へお問い合わせください。 
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i ^ r ユーザー名 J 、 r パスワード j の欄にイン 
ターネットサービスプ□バイダまたは管ほ 
ちか6指定をれたユーザーちとパスワード 
を入力して、 r 巧へ J をクリックずる 

• mopera U または mopera へ接続する場合は、ユーヴー名 
とパスワードは空欄でをかまいません。この場合、「ユー 
ヴー名を空白のままにしておきますか？」という画面と 
「パスワードを空白のままにしておさますか？」といラ画 
面び表示されます。それぞれの画面で「はい」をクリック 
して手順1己へ進みます。 



15[ 接続名 J の欄に任意の名前を入力して、 
r 巧へ J をクリックずる 

•ここでは例として 「 SAMPLE 」 と入力します。 



iKr いいえ J を選択して、 r 巧へ J をクリック 
ずる 

•インターネットメールの設定をする場合は、「はい」を選 
択します。 

•設定する場合の詳細については、インターネットサービス 
プ□バイダまたはネットワーク管理者へお問い合わせ<だ 
さい。 

17 続いて FTCP / IPJ の設定をずる 

•下の画面び表示された場合は、「今すぐインターネットに 
接続するにはここを選び[完了]をク U ックしてくださ 
しりのチェックを外して、「完了」をク U ックします。 
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1 0 r スター hj ► r プ□グラム J 

► r アクセサリ J ► r 通信 J ► [ネット 
ワークとダイヤルアップ接続 J を開< 

1 Q 手順1己で入力した接続巧名のアイコンを選 
択して、 r ファイル J メニユ ー► r プ□パ 
テイ J を選択ずる 



20 r を般 J タブで設定をお認ずる 


•パソコンに2台!; j 上のモデムび接続されている場合は、 
「接続のち法」の欄で「モデムー FOMA P 702 i 」 にチェッ 
クび付いているのを確認します。チェックび付いていない 
場合には、チェックを付けます。 

•「ダイヤル情報を使ラ」にチェックび付いていないことを 
確認します。チェックされている場合にはチェックを外し 
ます。 

•「FOMA P 702 iJ に割り当てられる COM ポートま号は、 
お使いのパソコンによって異なります。 

• mopera U に接続する場合、接続先番号には「*99* * 
*3#」を入力します。 

mopera 外の接続先番号については P .22 参照。 
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21 1 ■ネットワ—ク j タブをクリックして、さ種 
設定を行う 

「呼び出すダイヤルアップヴーノ（一の種類」の欄は、 
rPPP:Windows 9已 /98/ NT 4/2000, Internet 」 を選択 
します。 

コンポーネントは「インターネットプ□トコル（ TCP / IP )」 
のみをチェックします。 

続いて「設定」をク U ックします。 



22 ずべてのチェックをかして roKj をク 
リックずる 



23 手順21の画面に戻り、 roKj をクリック 
ずる 


1 Windows® 98 、 Windows® Me で 
ダイヤルアップネットワークの設定を 
する 

ここでは、 Windows ® Me の画面で説明しています。 

1 r スタート J ► r プ□グラム J 
► r アクセサリ J ► r 通信 J 
► r ダイヤルアップネットワーク J を開< 


2 r ダイヤルアップネットワークへよ5こそ J 
の画面が表示をれた6、 r 巧へ J をクリック 
ずる 

•この画面はダイヤルアップネットワークを初めて起動した 
とさのみ表示されます。「次へ」をク1」ックして、手順4 
に進んで < ださい。 

• 2 回目似降は、この画面は表示されません。その場合は、 
手順3へ進みます。 



<戻る电> _[ 巧:へが n 1 キサンたル I 


3 r ダイヤルアップネットワーク J 

の中の r 新しい接続 J をダブル H 
夕 U ッタずる 範邸型 

4 r 接続名 J の欄に接続巧名（任意の名前）を 
入力して、 r 巧へ J をク IJ ックずる 

ここでは例として 「 SAMPLE 」 と入力します。 

•「モデムの選択」の欄び [FOMA P 702 iJ になっていない 
場合は、 「 F 0 MAP 702 U を選択します。 



5 r 電話番号 J の欄に接続巧番号を入力して、 
r 巧へ J をクリックずる 

•「市が局番」の欄には何を入力しません。 

• r 国/地域ま号」は「曰本（81)」を選択します。 

• mopera U に接続する場合、接続先ま号には「*99* * 
*3#」を入力します。 

mopera U 似外の接続先番号については P .22 参照。 
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接続巧名（任意の名前）をお認して、 r 完 


了 J をク IJ ックずる 

続いて 「 TCP / IP 」 の設定をします。 

r スタート J ► r プ□グラム J 
► r アクセサリ J ► r 通信 J 


► r ダイヤルアップネットワーク J を開< 


手順4で入力した接続巧名のアイコンを選 
択して、 r ファイル J メニュー 
► r プ□パテイ J を選択ずる 



r を般 J タブで r 電話番号 J の入力および 
r ち続方法 J のお誘を巧5 

•「巿外局ま」の欄には何を入力しません。 

• 「市が局まとダイヤルのプ□ノ くティを使う」のチェックを 
がします。 

•「接続ちま」の欄び [FOMA P 702 iJ になっていない場合 
は、 「 F 0 MAP 702 U を選択します。 

• mopera UI し接続する場合、接続先ま号(しは「*99东* 
*3#」を入力します。 

mope 旧 U 似がの接続先番号については P .22 参照。 




< Windows ® 98の場台> 

r サーバーの種類 J タブをクリックして、各 
種設定を巧う 


「ダイヤルアップサーバーの種類」の欄は、 「 PPP : インター 
ネット、 Windows NT Server、Windows 98」を選択し 
ます。「詳細オプション」の欄は、チェックマークを付けず 
に、「使用できるネットワークプ □ トコル」欄は、 TCP/IP 
のみチェックマークを入力します。 

•「サーバーの種類」タブは、お使いのパソコンによって表 
示位置び異な0ます。 

• r サーバーの種類」タブでの設定内容については、イン 
夕ーネットサービスプ□バイダまたはネットワーク管理者 
へお問い合わせください。 

手順12へ進みます。 
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< Windows ® Me の場台 > 


r ネットワーク j タブをクリックして、さ種 


設定を巧5 

「ダイヤルアップサーバーの種類」の欄は、 「 PPP : インター 
ネット、 Windows 2000 / NT、Windows Me 」 を選択し 
ます。「詳細オプション」の欄は、チェックマークを付けず 
に、「使用できるネットワークプ□トコル」欄は、 TCP/IP 
のみチェックマークを入力します。 

•「ネットワーク」 タブは、お使いのパソコンによって表示 
位置び異な0ます。 

• r ネットワーク」タブでの設定内容については、インター 
ネッ トサービスプ□バイダまたはネットワーク管理者へお 
問い合わせください。 



11^セキュ| J ティ J タブをク IJ ックして、イン 
ターネットサービスプ□バイダまたはネッ 
トワーク管ほ者か6指定をれたユーザーち 
とパスワードを入力ずる 

•「自動的に接続する」にチェックをしておくと、接続時に 
ユーヴー名、パスワードなどを確認する画面び出なくな 
り、すぐに接続するようになります。 

•パスワードを変更した場合は、この画面でパスワードを入 
力し直します。 

• mopera U または mopera へ接続する場合、ユーヴー名と 
パスワードは空欄でをかまいません。 



12 roKj をク IJ ツクずる 



ダイヤルアップ接続する 


ここでは Windows ® XP を例にしてダイヤルアップ 
接続を説明します。 P .3 の手順に従って、 FOMA 端末 
とパソコンを接続します。 

•パケット通信による接続を巧うときには P.17 rW-TCP 設定」で 
通信性能を最適化することをおすすめします。最適化することで 
FOMA ネットワークでの高速通信を最大限に生かして利用できま 
す。最適化を行うには P.8「FOMA PC 設定ソフト」をインス 
トールしてください。 

*64K データ通信を行う場合は、 rW-TCP 設定」で最適化をしな 
いで < ださい。 

1 r スタート J ► 「ずべてのプ□グラム J 
► 「アクセサリ J ► r 通信 J 
► r ネットワーク接続 J を開く 

2 接続巧を開< 

「ダイヤルアップネットワークの設定をする」で設定した 
に P 名 （ P .24 参照）のダイヤルアップの接続先アイコンを 
選択して「ネットワークタスク」^「この接続を開始する」 
を選択するか、接続先のアイコンをダブルク U ックします。 



Q 内容をお認して r ダイヤル J をクリックず 
る 

• mopera U または mopera へ接続する場合は、ユーヴー名 
とパスワードは空欄でちかまいません。 

4 接続中のが態を示ず画面び表示をれまず 

この間にユーヴー名、パスワードの確認などの□グオン処理 
び行われます。 
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5 接続完了でず 

接続び完了すると、タスクバーのインジケータから、下のよ 
ラなメッセージび数砂間表示されます。 

•ブラウヴソフトを起動してホームページを閲覧したり、電 
テメールなどを利用できます。 

•メッセージび表示されない場合は、接続先の設定を再度確 
認してください。 



• ダイヤルアツプ設定を行った FOMA 端末でダイヤルアツプ接続 
を行ってください。異なる FOMA 端末を接続する場合は、再 
度、通信設定ファイルのインス I -ールび必要になることびあり 
ます。 

• 通信中は FOMA 端末の消費電力び大さくなります。 

•パケツト通信中は、 FOMA 端末に通信状態び表示されます。 

i Til y - _ I I 

「マ」（通信中、データ送信中） 

「^」（通信中、データ受信中） 
ry-'j (通信中、データ送受信なし） 

「卜」（発信中、または切断中） 

「卜」（着信中、または切断中） 

•目 4 K データ通信中は、 FOMA 端末に「卜」び表示されます。 


切断のしかた 


1 タスクトレイのダイヤル 
アップアイコンをクリック 
ずる 

2 [切断 J をクリックずる 


•ブラウヴソフトを終了しただけでは、通信回線は切断されない 
場合びあります。確実に切断するためには、この手順に従って 
回線を切断して < ださい。 

•パソコンに表示される通信速度は実際の通信速度とは異なる場 
合びあります。 


ぃットワークに接続できないときは 


ネットワークに接続できない（ダイヤルアップ接続び 
でさない）場台は、まずむ下の項目について確認して 
<ださい。 


こんなとをは 

こラします 

「FOMA 

P 702 U びパソ 
コン上で認識で 
さない 

-お使いのパソコンび動作環境 （ P .1 参照） 

を満たしているかを確認してください。 

- P 702 随信設定ファイルびインス!ルさ 
れているか確認してください。 

- FOMA 端末びパソコンに接続され、電源び 
入っているか確認してください。 

- FOMA USB 接続ケーブル（別売）びしっ 
かりと接続されているかを確認してくださ 
い。 

相手先に接続で 
さない 

• ID (ユーヴー名）やパスワードの設定び正 
しいかどうか確認してください。 

- 「mopera U 」 または 「 mopera 」 のように 
発信者ま号の通知び必要な場合、電話番号 
に「184」を付加していないかどうかを確 
認してください。 

-モデムのプ□パティで「フ□一制御を使ラ」 
にチェックび付いていることを確認してく 
ださい。 

-上記の確認を行ってを相手先に接続でさな 
い場合は、インターネットサービスプ□バ 
イダまたはネットワーク管理者に設定ち法 
などについてご相談ください。 


□目 4 K データ通信の設定 

「FOMA PC 設定ソフト」を使わずに、 64 K データ通 
信の接続を設定する方法について説明します。 


ダイヤルアツプ接続と TCP / IP の設定 


巨 4 K データ通信のダイヤルアップ接続と TCP / IP の 
設定はパケット通信での設定 （ P .19 参照）と同じで 
す。 

む下の点に注意して操作してください。 

*64 K データ通信では接続巧 ( APN ) の設定をする必要はありま 
せん。ダイヤルアップ接続の接続巧にはインターネットサービス 
プ□バイダまたはネットワークの管理者から指定された接続巧の 
電話番号を入力してください 。 (mopera U に接続する場合は 
「*8701」、 mopera に接続する場合は「*9601」と電話番号 
欄に入力してください。） 

• r 発信者番号通知/非通知の設定」、「その他の設定」は必要に応 
じて設定してください。 

(mopera U または mopera に接続する場合、発信者番号の通知 
が必要です。） 

•設定内容の詳細については、インターネットサービスプ□バイダ 
またはネットワークの管理者にお問い合わせください。 


接続•切断のしかた 


パケット通信での操作と同じです。 P .1 已、 P .30 の 
手順に従って操作してください。 
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FirstPass PC ソフトを利用する 


円 rstPass PC ソフトは、円 rstPass 対応の FOMA 
端末で取得したユーザ証明書を使ってパソコンの 
Web ブラウザか SFirstPass 対応サイトにアクセス 
でさるよラにするちのです。 


FirstPass PC ソフトインス I ル時 
のを意 


動作環境をご確認ください 


FirstPass PC ソフトはむ下の動作環境でご利用くだ 
さい。 


項目 

必要環境 

パソコン本体 

PC - AT 互換機 

0 S 

Microsoft ® Windows ® 98 SE . 

Windows ® Me 、 Windows ® 2000 
Professional 、 Windows®XP (备日本語 
版） 

( Windows ® 9 別こは対応していません。） 

必要メモ U 

Microsoft ® Windows ® 98 SE 、 

Windows ® Me 、 Windows ® 2000 
Professional : 32 M バイト 1；! 上※ 
Windows®XP : 128 M バイト似上※ 

八ードディスク容量 

10 M バイト似上の空き容量※ 

ブラウヴ 

Microsoft ® Internet Explorer 已.已似上 
Windows ® XP の場合は 

Microsoft ® Internet Explorer 目化ツ上 


※必要メモ U および八ードディスクの空さ容量はシステム環境に 
よって異なることびあります。 


インス!ルずる前に 


円 rstPass PC ソフトをインス I -- ルする前に CD - 
ROM 内の fFirstPassPCSoftJ フオルダ内の 
r 円 rstPassManuaU ( PDF お式）をご覧ください。 
「FirstPassManuaU ( PDF お式）をご覧になるに 
は 、 Adobe Reader (パ’ージョン 6. CU ソ上を推奨） 

が必要です。お使いのパソコンにインス!-ールされて 
いない場台は、アドビシステムズ株式会社のホーム 
ページから最新版をダウン□ー ドでさます。（別途通 
信料がかかります。）詳しくはアドビシステムズ株式 
会社のホームページを参照してください。 


1 FirstPass PC ソフトをインス I ル 

ここでは Windows ® XP にインス I ルするときの 
画面を掲載していまず。お使いのパソコンにより画面 
の表示が多少異なります。 

1 添付の [FOMA P 702拥 CD-ROMJ を 
パソコンにセツトずる 


円 rstPass PC ソフトをインス I -- ルするには 

FFirstPass PC ソフト J をクリックずる 

引き続き、 CD - ROM 内の [ FirstPassPCSoftJ フオルダ 
内の 「FirstPassManuaU ( PDF 形式）の手順に従ってイ 
ンス I ルしてください。 




AT コマンドとは、パソコンで FOMA 端末の機能の設 
定ゃ変更を行うためのコマンド（命を）です。 

※八了コマンドー覧では、 1 U 下の略を使用していまず。 

[ AT ] : FOMA P 702 i Command Port で使用できるコマ 
ンドです。 

[ M ] : FOMA P 702 i (モデム）で使用できるコマンドで 
ず。 

に F ] : AT & F コマンドで設定が初期化されるコマンドで 
す。 

[& W ] : AT & W コマンドで設定が保巧されるコマンドでず。 
ATZ コマンドで設定値を呼び戻せます。 


門 AT コマンドの入力形式 _ 

AT コマンドの入力は通信ソフトのターミナルモード 
画面で行います。必ず半角英数字で入力してくださ 
い。 

* 入力例 

ATD * 99ホ,** 1 # 囚 

IJ ターンマーク 

-パラメータ 

-コマンド 

• AT コマンドはコマンドに続くパラメータ（数字や記号） 
を含めて、必ず1行で入力します。 



•ター S ナルモードとは、パソコンを1台の通信端末（ターミナ 
ル）のよラに動作させるモードのことです。キーボードから入 
力した文字び通信ポートに接続されている回線に送られます。 
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1 オンラインデータモードとオンライン 
コマンドモードを切り替える 

FOMA 端末をオンラインデータモードとオンラインコマン 
ドモードに切り替えるには、 LU 下の2つの方法がありまず。 
•「+++」コマンドまたはに2」レジスタに設定したコー 
ドを入力しまず。 

•「 AT & D 1」 に設定されてし、ると定に、 RS -232 C ※の ER 
信号を OFF にします。 

•オンラインコマンドモードからオンラインデータモードに切り替 
える場合は、 「 ATO 回」と入力します。 

《 US 目 インタ フエース により、 RS -232 C の信号線び エミユレー 
卜されていますので、通信アプ U による RS -232 C の信号線制御 
び有効にな0ます。 


■設定の保巧について 

AT + CGDCONT コマンドによる接続先 ( APN ) 設定、 
AT + CGEQMIN / AT + CGEQREQ コマンドによる QoS 設定、 

AT * DGAPL / AT ホ DGARL / AT 本 DGANSMZI マンドにぶる着 
信許可-拒否設定、 AT * DG 円 R コマンドによるパケット通信の 
ま号通知-非通知の設定、および AT + CUR コマンドによる発ま 
号通知制限の設定を除さ、 AT コマンドによる設定は、 FOMA 端 
末の電源 OFF • ON または外部機器の取り外し時に初期化されて 
しまいますのでごを意ください。なお、 [& W ] び付いているコマ 
ンドについては、設定後に 「 AT & W 回」と入力することにより 
設定を保をでさます。このとさ、 [& W ] び付いている他の設定値 
を同時に保をされます。これらの値は、電源 OFF • ON 後であつ 
てを、 「 ATZ 回」と入力することにより、設定値を復元できま 
す。 
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AT コマンドー質 


AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

A / 

直前に実行したコマンドを 
再実行します。またキャ 


■ 

A / 

0 K 

[ M ] 

U ツジ U ターンは不要です。 




AT%V 

FOMA 端末のバージョンを 


- 

AT%V 


表 7 J \ します。 



Verl.OO 

[ M ] 




OK 

AT&Cn 

DTE への回路 C □信号の動 

n =0 : 

CD は常に ON 

AT&Cl 

[ M ] 

作条件を選択します。 

n = l : 

CD は相手モデムのキヤ U アに応じて変 

OK 

[& F ][& W ] 



化します。（初期値） 


AT&Dn 

DTE から受け取る回路 ER 

n =0 : 

ER の状態を無視します。（常に ON とみ 

AT&Dl 


信号びオン/オフ遷移した 


なします。） 

OK 


とさの動作を選択します。 

n = l : 

n =2 : 

ER び ON から OFF に変化すると、オン 
ラインコマンド状態になります。 

ER び ON から OFF に変化すると、オフ 


[ M ] 



ラインコマンド状態になります。（初期 


[& F ][& W ] 



値） 


AT&En 

接続時の速度表示の仕様を 

n =0 : 

無線区間通信速度を表示します。 

AT&EO 

[ M ] 

選択します。 

n = l : 

DTE シ U アル通信速度を表示します。 

OK 

[& F ][& W ] 



湖期値） 


AT&Fn 

すべてのレジスタを工場出 

n =0 のみ指定巧能です。（省略可） 

- 


荷時の設定値に戻します。 
通信中に本コマンドび入力 
された場合、回線切断処理 




[ AT ][ M ] 

を行います。 




AT&Sn 

DTE へ出力するデータセッ 

n =0 : 

DR は常に ON (初期値） 

AT&SO 

[ M ] 

トレディ信号の制御を設定 

n = l : 

DR は回線接続時（通信呼確立時）に 

OK 

[& F ][& W ] 

します。 


ON となります。 


AT&Wn 

現在の設定値を記憶します。 

n =0 のみ指定可能です。（省略可） 

- 

[ M ] 





AT*DANTE 

アンテナの本数を表示しま 

=0 : 

FOMA 端末のアンテナび圏外 

AT ホ DANTE 


す。 の〜 3) 

=1: 

FOMA 端末のアンテナび1本 

ホ DANTE :3 



=2 : 

FOMA 端末のアンテナび2本 

OK 



=3 : 

FOMA 端末のアンテナび3本 

AT が ANTE =? 

* DANTE : の- 3) 

[ AT ][ M ] 




OK 

AT * DGANSM=n 

パケット着信呼に対する着 

n =0 : 

着信拒否設定および着信許可設定を無 

AT * DGANSM =0 


信拒否/許可設定のモード 


効にします。（初期値） 

OK 


を設定します。 

n = l : 

着信拒否設定 （ AT * DGARL ) を有効 

AT * DGANSM ? 


本コマンドによる設定は、 


にします。 

* DGANSM :0 


設定コマンド入力後のパ 

n =2 : 

着信許可設定 （ AT * DGAPL ) を有効 

OK 


ケット通信着信呼に巧し有 


にします。 


[ M ] 

効とな0ます。 

AT * DGANSM ? :現在の設定を表示します。 


AT * DGAPL=n 

パケット着信呼に巧して着 

n =0 : 

< cicl > で定義された APN を着信許可 U 

AT * DGAPL =0’1 

[, c 間 

信許可を行ラ APN を設定し 


ストに追加します。 

OK 


ます。 

n = l : 

< cicl > で定義された APN を着信許可 U 

AT * DGAPL ? 


APN の設定は、 


ストから削除します。 

そ DGAPLl 


AT + CGDCONT で定義さ 



OK 


れた < cid > パラメータを用 

< cid > び省略された場合には、すべての cid に 

AT み DGAPL =1 


います。 

適用します。 

OK 





AT み DGAPL ? 

[ M ] 


AT * DGAPL ? :着信許巧リストを表示します。 

OK 

AT * DGARL=n 

パケット着信呼に巧して着 

n =0 : 

< cid > で定義された APN を着信拒否 U 

AT * DGARL =0’1 

[, c 間 

信拒否を行ラ APN を設定し 


ストに追加します。 

OK 


ます。 

n = l : 

< cicl > で定義された APN を着信拒否 U 

AT み DGARL ? 


APN 設定は、 


ストから削除します。 

ホ DGARLl 


+ CGDCONT で定義された 



OK 


< cicl > パラメータを用いま 

cid び省略された場合には、すべての cid に適用 

AT * DGARL =1 


す。 

します。 


OK 

AT が GARL ? 

[ M ] 


AT * DGARL ? :着信拒否リストを表示します。 

OK 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT*DG 円 R=n 

本コマンドの設定は、発信 

n =0 : APN をそのまま使用します。湖期値） 

AT * DGPIR =0 


時、着信時に有効となりま 

n=i : APN に" 184" を付加して使用します。 

OK 


す。 

牌に非通測 

AT ^ DGPIR ? 


ダイヤルアップネットワー 

n =2 : APN に"1 86" を付加して使用します。 

が G 円 R :0 


クでの設定でを、接続先の 

牌に通測 

OK 


番号に18目（通知）/ 

184 (非通知）を付けるこ 
とびでさます。 （ P .23 参 

AT * DG 円 R ? :現在の設定を表示します。 


[ M ] 

昭） 



AT が RPW 

受信電力指標を表示します。 

- 

AT ホ DRPW 


(0 :最小値〜75 :最大値） 


が RPW :0 

[ AT ][ M ] 



OK 

+++ 

オンライン状態のとき、エ 
スケープシーケンスび実行 
されると回線を切断するこ 
となくオンラインコマンド 



[ M ] 

状態に移行します。 



AT+CEER 

直前の呼の切断理由を表示 

< report > 

AT+CEER 


します。 

切断理由一覧 （ P .40 参照） 

+ CEER :36 

[ M ] 



OK 

AT+CGDCONT 

パケット発信時の接続先 

P .39 参照。 

P .39 参照。 

[ M ] 

( APN ) を設定します。 



AT+CGEQMIN 

PPP パケット通信確立時に 

AT + CGEQMIN = [パラメータ] 

P .39 参照。 


ネットワーク側から通知さ 

P .39 参照。 



れる QoS (サービス品質） 

AT + CGEQMIN =? 



を許容するかどラかの判定 

設定可能な値の U ストを表示します。 



基準値を登録します。 

AT + CGEQMIN ? 


[ M ] 


現在の設定を表示します。 


AT+CGEQREQ 

PPP パケット通信の発信時 

AT + 巳 GEQREQ = [パラメータ] 

P .39 参照。 


にネットワークへ要まする 

P .39 参照。 



QoS (サービス品質）を設 

AT + 巳 GEQREQ =? 



定します。 

設定可能な値の1」ストを表示します。 
AT + CGEQREQ ? 


[ M ] 


現在の設定を表示します。 


AT+CGMR 

FOMA 端末のバージョンを 

- 

AT+CGMR 


表71^します。 


1234 已 1234 已 1234 已巨 

[ M ] 



OK 

AT + CGREG=n 

ネットワーク登録状態を通 

n =0 :通知なし。（初期値） 

AT + CGREG =1 


巧するかどうかを設定しま 

n = l :通知あり。圏内•圏外び切り替わった 

OK 


す。応答される通知により 

とさに通知します。 

(通知ありに設定） 


圏内/圏外を表示します。 

(問い合わせ） 

AT + CGREG ? 



AT + CGREG ? 

+ CGREG : 1,0 



+CGREG : < n >,< stat > 

OK 



n :設定値 

(圏外を意味している） 



stat : 

0:パケット圏外 

谓外から圏内に移動した場 



1 :パケット圏内 

合） 

[ M ] 


4 :不明 

+ CGREG :1 

[& F ][& W ] 


己：パケット圏内 （□-= ング中） 


AT+CGSN 

FOMA 端末の製造番号を表 

- 

AT+CGSN 


巧しぶ9 〇 


1234已巨78901234已 

[ M ] 



0 K 

AT + CLIP=n 

目 4 K データ通信/テレビ電 

n =0 :通知しません。（初期値） 

AT + CLIP =0 


話着信時に相手の発信番号 

n = l :通知します。 

OK 


をパソコンに表示でさます。 

U ヴルト ： +CLIP : < n >,< m > 

AT + CLIP ? 

+ CLIP :0,1 



m =0: 発信時の相手にま号を通知しない NW 

OK 



設定 




m = l :発信時の相手にま号を通知する NW 設 


[ AT ][ M ] 


定 


[& F ][& W ] 


m =2 :不明 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT + CLIR=n 

目 4 K データ通信/テレビ電 

n =0 : CUR サービスの契約に従い、発ま通知 

AT + CLIR =0 


話通信を発信するとさ、電 

されます（されません)。 

OK 


話ま号を相手に通知するか 

n = l :通話相手に番号発信しません。 

AT + CLIR ? 


どラかを設定します。 

n =2: 通話相手に番号発信します。（初期値） 

+ CLIR :0,1 



U ヴルト ： +CLIR : < n >,< m > 

OK 



m =0: CUR は起動していません。（常時通知） 

AT + CLIR =? 



m = l : CUR は起動しています。（常時非通知） 

+ CLIR :(0-2) 



m =2 :不明 

m =3 : CUR テンポラ U - モード（非通知デ 

OK 



フオルト） 




m =4: CUR テンポラ U - モード（通知デフオ 


[ M ] 


ルト） 


AT + CMEE=n 

FOMA 端末のエラーレポー 

n =0 :通常の ERRORU ヴルトを用います。 

AT + CMEE =0 


卜の有無の設定を行います。 

湖期値） 

OK 



n = l : +CME ERROR : < err > U ヴルトコー 

AT+CNUM 



ドを使用し、 < err > は数値を用います。 

ERROR 



n =2 : +CME ERROR : < err > U ヴルトコー 

AT + CMEE =1 



ドを使用し、 < err > は文字を用います。 

OK 



AT + CMEE ? :現在の設定を表示します。 

AT+CNUM 



ち記は FOMA 端末や接続に異常びある場合のコ 

+ CMEERROR : 10 



マンドの実行例です。 

AT + CMEE =2 



+CME ERRORU ヴルトコードは下記のとおり 

OK 



です。 

AT+CNUM 



1: no connection to phone 

+CME ERROR : SIM 



10: SIM not inserted 

not inserted 



1 己 ： SIM wrong 


[ M ] 


16: incorrect password 


に F ] に W ] 


100: unknown 


AT+CNUM 

FOMA 端末の自局電話番号 

number :電話番号 

AT+CNUM 


を表 7 JT します。 

type :129 もしくは 14 已 

129: 国際アクセスコード + を含 
まない 

14己：国際アクセスコード+を含 
む 

U ヴルト： + CNUM :,< numbe 「>,< type > 

+ CNUM :,|’+ 8190123 

4 已巨 78",14 已 

OK 

[ AT ] 閲 



AT + CR=n 

回線接続時に CONNECT の 

n =0 :表示しません。（初期値） 

AT + CR =1 


U ヴルトコードを表示する 

n 二！- 表术します。 

OK 


前に、ベアラヴービス種別 

< se 「 v > :パケット通信を意味する" GPRS " の 

ATD *99 东 * * 1# 


を表71^しまず。 

み表71^します。 

+CR : GPRS 



(回線種別により" SYNC "、 

" AV 32 K \ I ’ AV 目 4 KI ’ を表示しま 

CONNECT 

[ M ] 


す。） 


[& F ][& W ] 


AT + CR ? :現在の設定値を表示します。 


AT + CRC=n 

着信時に拡張 U ヴルトコー 

n =0 : + CRING を使用しません。湖期値） 

AT + CRC =0 


ドを使用するかどラかを設 

n = l : + CRING .< type > を使用します。 

OK 


定します。 

AT + CRC ? で現在の設定を表示します。 

AT + CRC ? 



+ CRING の書式は次のとおりです。 

+CRC : 0 



+CRING : < type > 

OK 

[ AT ][ M ] 


PPP パケット呼着信時 


[& F ][& W ] 


+CRING : GPRS " PPP ",„< APN > 


AT + CREG=n 

圏内-圏外情報の表示に関 

n =0 :通知なし。（初期値） 

AT + CREG =1 


する1」ヴルト表示の有無を 

n = l :通知あり。圏内-圏外び切り替わった 

OK 


設定します。 

とさに通知します。 

(通知ありに設定） 


(0 S によっては設定できな 

(問い合わせ） 

AT + CREG ? 


い場合びあ0ます。） 

AT + CREG ? 

+CREG : 1,0 



+CREG : < n >,< stat > 

OK 



n : 設定値 

(圏外を意味している） 



stat : 

0: 音声圏外 

谓外から圏内に移動した場 



1: 音声圏内 

合） 

[ AT ][ M ] 


4 : 不明 

+CREG :1 

[& F ][& W ] 


己： 音声圏内（□一 S ング中） 


AT+GMI 

メーカ名 ( Panasonic ) を 

- 

AT+GMI 


表71^します。 


Panasonic 

[ M ] 



OK 

AT+GMM 

FOMA 端末の製品名 

- 

AT+GMM 


(FOMA P 702 i ) を表示し 


FOMA P 702 i 

[ M ] 

ます。 


OK 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT+GMR 

FOMA 端末のバージョンを 

- 

AT+GMR 


表します。 


Verl.OO 

[ M ] 



OK 

AT + IFC = n,m 

フ□一制御ち式の選択を行 

n : DCE by DTE 

AT + IFC =2,2 


います。 

m : DTE by DCE 

OK 



0 :フ□一制御なし 




1: XON / XOFF フ□-制御 




2 : RS / CS ( RTS / CTS ) フ□-制御 


[ M ] 


初期値は n , m =2.2 


[& F ][& W ] 


AT + IFC ? で設定値を問い合わせます。 


AT + WS 46 =n 

FOMA 端末の無線通信網を 

n =22 : W-CDMA (Wideband CDMA ) のみ 

AT + WS 4 巨 =22 

[ M ] 

[& F ][& W ] 

選択します。 

指定可能です。（初期値） 

OK 

ATA 

FOMA 端末び着信したモー 

- 

RING 


ドに従って着信処理を行い 


ATA 

[ M ] 

ます。 


CONNECT 

ATD 

FOMA 端末に対してパラ 

<加> :1〜10。 + CGDC 0 NT で設定した 

ATD *99* ホ* 1# 


メータ、ダイヤルパラメー 

APN を表します。 cidl に発信する場合 、 「ATD 

CONNECT 


夕の指定に従って自動発信 

*99***#」と省略できます。 


[ M ] 

処理を行います。 



ATEn 

コマンドモードにおいて 

n =0 :エコーバックなし 

ATEl 

[ M ] 

DTE に対するエコーバック 

n = l :エコーバックあり（初期値） 

OK 

[& F ][& W ] 

の有無を指定します。 



ATHn 

FOMA 端末に巧してオン 

n =0 :回線を切断します。（省略可） 

(パケツト通信中） 


フック動作を行います。 


+++ 




ATH 

[ M ] 



N 0 CARRIER 

ATIn 

認識コードを表示します。 

n =0 : 「NTT DoCoMo 」 を表示します。 

ATIO 



n = l :製品名を表示します。 （+ GMM と同じ） 

NTT DoCoMo 



n =2 : PPP パケット機能のバージョンを表示 

OK 



します。 （+ GMR と同じ） 

ATM 

FOMA P 702 i 

[ AT ][ M ] 



OK 

ATOn 

通信中にオンラインコマン 

n =0 :オンラインコマンドモードからオンラ 

ATO 


ドモードから、オンライン 

インデータモードに戻します。（省略可） 

CONNECT 

[ M ] 

データモードに戻0ます。 



ATQn 

DTE への U ヴルトコードを 

n =0 : U ヴルトコードを表示します。（初期値） 

ATQO 


表示するかどラか設定しま 

n = l : U ヴルトコードを表示しません。 

OK 


す。 


ATQl 

[ M ] 



(このとき、 OK は応答され 

[& F ][& W ] 



ません。） 

ATSO=n 

FOMA 端末び自動着信する 

n =0 :自動着信しません。（初期値） 

ATS 0=0 


までの呼び出し回数を設定 

n = l 〜2已已：指定した U ング回数で自動着信し 

OK 


します。 

ます。 

ATSO ? 



わ含10のとき、パケット ( PPP ) 着信の場合 

000 

[ M ] 


は、自動着信せず約30秒で切断されます。） 

OK 

[& F ][& W ] 


ATS 0? で設定値を問い合わせます。 


ATS 2 =n 

エスケープキャラクタの設 

n =43 :初期値 

ATS 2=43 


定を行います。 

n =127: エスケープ処理は無効。 

OK 

ATS 2? 

[ M ] 


ATS 2? で設定値を問い合わせます。 

043 

に F ] 



OK 

ATS 3 =n 

キャ U ッジ U 夕ーン （ CR ) 

n = 13 :初期値か=13のみ指定可） 

ATS 3=13 


キャラクタの設定を行いま 


OK 


す。 

ATS 3? で設定値を問い合わせます。 

ATS 3? 

[ M ] 



013 

に F ] 



OK 

ATS 4 =n 

ラインフィード ( LF ) キャ 

n =10 :初期値 （ n = 10のみ指定可） 

ATS 4=10 


ラクタの設定を行います。 

ATS 4? で設定値を問い合わせます。 

OK 

ATS 4? 

[ M ] 



010 

に F ] 



OK 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

ATS 5 =n 

バックスぺース（目 S ) 

n =8 :初期値か=8のみ指定可） 

ATS 已=8 


キャラクタの設定を行いま 



0 K 


す。 

ATS 日？で設定値を問い合わせます。 

ATS 己？ 

[ M ] 




008 

に F ] 




0 K 

ATS 7 =n 

接続完了までの待ち時間設 

n = l - 

- 120 (初期値は 60) 弹位：砂） 

ATS 7= 巨0 


定。発信時、設定時間於内 

121〜2已已の指定は120とみなします。 

0 K 


に接続でさなければ、回線 



ATS 7? 

[ M ] 

を切断します。 

ATS 7? で設定値を問い合わせます。 

060 

[& F ][& W ] 




0 K 

ATS 30 =n 

不活動タイマ（分）を設定 

n =0 〜2已已（初期値は 0) 弹位：分） 

ATS 30=0 


します。 ユー ヴーデータの 
送受信びないと、設定した 
時間じ(上で切断します。本 
コマンドの設定は、目 4 K 
データ通信に限ります。設 
定び〇の場合、不活動タイ 



OK 

閲に F ] 

マ OFF となります。 




ATS 103 =n 

着サブアドレスの区切0の 

n =0 

* (アスタリスク） 

ATS 103=0 


キャラクタを選択します。 

n=l 

/ (スラッシュ）（初期値） 

OK 

閲に F ] 


n =2 

¥またはバックスラッシュ 


ATS 104 =n 

発サブアドレスの区切0の 

n =0 

# (シャープ） 

ATS 104=0 


キャラクタを選択します。 

n=l 

% (パーセント）（初期値） 

OK 

閲に F ] 


n =2 

& (アンド） 


ATVn 

すべての U ヴルトコードを 

n =0 

U ヴルトコードを数値で返送します。 

ATVl 

[ M ] 

数字表記または英文字表記 

n=l 

リプルトコードを文宇で返送します。 

OK 

[& F ][& W ] 

に設定します。 


湖期値） 


ATXn 

接続時の CONNECT 表示に 

n =0 

:ダイヤルトーン検出なし、ビジートー 

ATXl 


速度表示の有無を設定しま 


ン検出なし、速度表示なし。 

OK 


す。 

n=l 

ダイヤルトーン検出なし、ビジートー 



また、ビジートーン、ダイ 


ン検出なし、速度表示あり。 



ヤル1-ーンの検出を行いま 

n =2 

:ダイヤルトーン検出あり、ビジートー 



す。 

n =3 

ン検出なし、速度表示あり。 

ダイヤルトーン検出なし、ビジートー 
ン検出あり、速度表示あり。 


[ M ] 


n =4 

:ダイヤルトーン検出あり、ビジートー 


に F ] に W ] 



ン検出あり、速度表示あり。（初期値） 


ATZ 

設定を不揮発メモ1」の内容 


- 

(オンライン時） 


に U セットします。通信中 



ATZ 


に本コマンドび入力された 



N 0 CARRIER 


場合、回線切断処理を行い 



(オフライン時） 


ます。 



ATZ 

[ M ] 




OK 

AT¥S 

現在設定されているさコマ 


- 

AT¥S 


ンド、 S レジスタの内容を 



El QO VI X 4 & C 1 


表します。 



& D 2 & S 0 ¥ V 0 
3000=000 

3002=043 

3003=013 

3004=010 

SOO 已 =00 呂 

SOO 巨 =00 已 

3007=060 

3008=003 

SO 10=001 

3030=000 

SI 03=000 

3104=000 

[ M ] 




OK 

AT¥Vn 

接続時の応答コード仕様の 

n =0 

:掘:張 U ヴルトコードを使用しません。 

AT ¥ V 0 

[ M ] 

選択を行います。 


湖期値） 

OK 

[& F ][& W ] 


n=l 

:掘:張 U ヴルトコードを使用します。 



※じ(下のコマンドは、エラーにはなりませんびコマンドの動作はしません。 

• AT ( AT のみの入力） .ATT ( I ン設定） 

•ATP (パルス設定） - ATS 目（ダイヤルするまでのポーズ時間設定） 

- ATS 8 (カンマダイヤルによるポーズ時間設定） • ATS 1 0 (自動切断遅延時間設定） 
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^ AT コマンドの補足説明 

•コマンド名： +CGDCONT [ M ] 

•概要 

パケット発信時の接続先 （ APN ) の設定を行います。 

-書式 

+ CGDCONT =[< cid >[," PPP "[,"< APN >"]]] 

-パラメータ説明 

パケット発信時の接続先 （ APN ) を設定します。設定例は !; TF 
のコマンド実行例を参照してください。 

な形※：1〜10 


< APN > ※：任意 

《< cid > は、 FOMA 端末内に登録するパケット通信での接続先 
( APN ) を管理するま号です。 

FOMA 端末では1〜10び登録できます。お買い上げ時、 
< cid >= l には mopera . ne . jp りく、く cicl >=3 には 
mopera . net び初期値として登録されていますので、 cid は2 
もしくは4〜10に設定します。 

< APN > は、接続先を示す接続先ごとの任意の文字列です。 
パラメータを省略した場合の動作 

+ CGDC 0 NT = :すべての < cicl > に巧し初期値を 


設定します 

+ CGDCONT =< cid > :指定された < cid > を初期値に設 
定します。 

+ CGDC 0 NT =? :設定可能な値の U スト値を表示し 


ます。 


+ CGDC 0 NT ? :現在の設定を表示します。 

•コマンド実行例 

AT + CGDC 0 NT =2," PPP "," abc " 


OK 


《 abc という APN 名を登録する場合のコマンド （ cid び2の場 
合） 

※本コマンドは設定コマンドですび、 & W により書を込まれる 
不揮発メモ U には記憶されません。 & F 、 Z によるリセット 
を行われません。 

•コマンド名： + CGEQMIN =[ パラメータ] [ M ] 

■ 概要 

PPP パケット通信確立時にネットワーク側から通知される QoS 
(サービス品質）を許容するかどラかの判定基準値を登録しま 
す。 

設定パターンは、1；1下のコマンド実行例に記載されている4パ 
ターンび設定でさます。 

-書式 

+ CGEQMIN =[< cid > し <Maximum 
bitrateUL>[,〈Maximum bitrate DL >]]] 

-パラメータ説明 

く加〉※ ：1〜10 

く Maximum bitrate UL >《 ：なし（初期値）または目4 
〈Maximum bitrate DL >《 ：なし（初期値）または384 
《< cicl > は、 FOMA 端末内に登録するパケット通信での接続先 
( APN ) を管理するま号です。 

FOMA 端末では1〜10び登録できます。お買い上げ時、 
< cid >= l には mopera . ne . jp り、 < cicl >=3 には 
mopera . net び初期値として登録されていますので、 cid は2 
もしくは4〜10に設定します。 

〈Maximum bitrate UL > および 〈Maximum bitrate DL > 
は、 FOMA 端末と基地局間の上りおよび下り最低通信速度 
[ kbp 引の設定です。なし（初期値）の場合はすべての速度を 
許容しますび、目4および384を設定した場合はこれらの値 
ツがでの速度の接続は許容しないため、パケット通信びつな 
びらない場合びありますのでごを意ください。 

-パラメータを省略した場合の動作 
+ CGEQMIN = :すべての < cicl > に対し初期値を 

設定します。 

+ CGEQMIN =< cid > :指定された < cid > を初期値に設 

定します。 


-コマンド実行例 

似下の4パターンのみ設定でさます。（(1 ) の設定びを cid に初期 
値として設定されています。） 

(1) 上り/下りすべての速度を許容する場合のコマンド 
( cid び2の場合） 

AT + CGEQMIN =2 

OK 

(2) 上り目 4 kbps / 下り 384 kbps の速度のみ許容する場合のコ 
マンド 

( cid び3の場合） 

AT + CGEQMIN =3„ 64,384 
OK 

(3) 上り目 4 kbps / 下りはすべての速度を許容する場合のコマン 

ド （ cid び4の場合） 

AT + CGEQMIN =4„64 

OK 

(4) 上りすべての速度/下り 384 kbps の速度のみ許容する場合 
のコマンド （ cid び日の場合） 

AT + CGEQMIN = 己…384 
0 K 

※本 コマン ドは設定 コマン ドですび、 & W により書き込まれる 
不揮発メモ U には記憶されません。 & F 、 Z によるリセット 
ち行われません。 

•コマンド 名： + CGEQREQ =[ パラメータ] [ M ] 

•概要 

PPP パケット通信の発信時にネットワークへ要ホする QoS 
(サービス品質）を設定します。 

設定はツ下のコマンド実行例に記載されている1ノくターンのみ 
で初期値としてを設定されています。 

-書式 

+ CGEQREQ =[< cicl >] 

-パラメータ説明 
<加>《：1〜10 

《< cicl > は、 FOMA 端末内に登録するパケット通信での接続先 
( APN ) を管理するま号です。 

FOMA 端末では1〜10び登録できます。お買い上げ時、 
< cicl >= l には mopera . ne . jp び、 < cid >=3 には 
mopera . net び初期値として登録されていますので、 cid は2 
をしくは4〜10に設定します。 

-パラメータを省略した場合の動作 
+ CGEQREQ = :すべての < cid > に巧し初期値を 

設定します。 

+ CGEQREQ =< cicl > :指定された < cid > を初期値に設 

定します。 

•コマンド実行例 

1；1下の1ノ くターンのみ設定でさます。 

(を cid に初期値として設定されています。） 

(1) 上り目 4 kbps / 下り 384 kbps の速度で接続を要ホする場合 
のコマンド （ cid び3の場合） 

AT + CGEQREQ =3 

OK 

※本 コマン ドは設定 コマン ドですび、 & W により書を込まれる 
不揮発メモ U には記憶されません。 & F 、 Z によるリセット 
を行われません。 

•コマンド名： +CLIP 

•概要 

" AT + CLIP =1 "の場合の U ヴルトび下記の書式で表示されます。 
+CLIP : < number >< type > 

. コマンド実行例 
AT + CLIP =1 
OK 
RING 

+CLIP : "090 1234已目 78", 49 
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^切断理由一覽 

■64 K データ通信 


値 

理由 

1 

指定したま号は存在しません。 

16 

正常に切断されました。 

17 

相手側び通信中のため、通信びでさません。 

18 

発信しましたび、指定時間内に応答びありませんでした。 

19 

相手び呼び出し中のため通信びでさません。 

21 

相手側び着信を拒否しました。 

63 

ネットワークのサービスおよびオプションび有効ではあ 

0ません。 

巨已 

提供されていない伝達能力を指定しました。 

88 

端末属性の異なる端末に発信したか、をし<は着信を受 
けました。 


■パケット通信 


値 

理由 

27 

APN びを在しないか、をしくは正しくありません。 

30 

ネットワークより切断されました。 

33 

要ホしたサービスオプシヨンは申し込まれていません。 

36 

正常に切断されました。 


n リザルトコード 

■リザルトコードー覧 


数字表示 

文字表示 

意味 

0 

0 K 

正常に実行しました 

1 

CONNECT 

相手と接続しました 

2 

RING 

着信び来ています 

3 

N 0 CARRIER 

回線び切断されました 

4 

ERROR 

コマンドを受け付けることびで 
さません 

6 

N 0 DIALTONE 

ダイヤル1-ーンの検出びでさま 
せん 

7 

BUSY 

話中音の検出中です 

8 

N 0 ANSWER 

接続完了タイムアウト 

100 

RESTRICTION 

ネットワークび規制中です 

101 

DELAYED 

U ダイヤル規制時間内 


■拡張リザルトコード 


& E 0 のとさ 

FOMA 端末一基地局間の接続速度を表示します。 


数字表示 

文字表示 

接続速度 

121 

CONNECT 32000 

32000 bps 

122 

CONNECT 巨4000 

巨4000 bps 

12已 

CONNECT 384000 

384000 bps 


& E 1 のとき 


数字表示 

文字表示 

接続速度 

已 

CONNECT 1200 

1200 bps 

10 

CONNECT 2400 

2400 bps 

11 

CONNECT 4800 

4800 bps 

13 

CONNECT 7200 

7200 bps 

12 

CONNECT 9600 

9 巨00 bps 

1已 

CONNECT 14400 

1 4400 bps 

16 

CONNECT 19200 

19200 bps 

17 

CONNECT 38400 

38400 bps 

18 

CONNECT 己 7 巨00 

已7600 bps 

19 

CONNECT 115200 

11 已200 bps 

20 

CONNECT 230400 

230400 bps 

21 

CONNECT 4 巨0800 

4 巨0800 bps 


• ATVn コマンド （ P .38 参照）び n = l に設定されている場合に 
は文字表示形式（初期値)、 n =0 に設定されている場合には数 
字表示形式で U ヴルトコードび表示されます。 

•従来の RS -232 C で接続するモデムとの互換性を保つため通信 
速度の表示はしますび、 FOMA 端末一 PC 間は FOMA US 目接 
続ケーブル（別売）で接続されているため、実際の接続速度と 
異なります。 

•「 RESTR に TION 」 （数き表示：1 00) び表示された場合には、 
通信ネットワークび混雑しています。しばらくしてから接続し 
直してください。 


■通信プ〇トコ J レリザ J レトコード 


数字表示 

で字表示 

意味 

1 

PPPoverUD 

目 4 K データ通信で接続 

2 

AV 32 K 

テレビ電話 32 K で接続 

3 

AV 64 K 

テレビ電話目 4 K で接続 

已 

PACKET 

パケット通信で接続 


■リザルトコード表示例 


• ATX 0 び設定されている場合 

AT ¥ V コマンド （ P .38 参照）の設定に関わらず、接続完了の際 

に CONNECT のみの表示とな0ます。 

文字表示例： ATD * 99 * * * 1# 

CONNECT 

数字表示例： ATD *99***1# 

1 

• ATX 1び設定されている場合※ 

• ATXK AT ¥ V 0 び設定されている場合湖期値） 

接続完了のときに、 CONNECT く FOMA 端末一 PC 間の速度> 
の書式で表示します。 

文字表示例 ： ATD * 99 * * * 1# 

CONNECT 4巨0800 
数字表示例： ATD *99***1# 

121 

. ATX 1 、 AT ¥ VI び設定されている場合※ 

接続完了のとさに、下の書式で表示します。 
C 0 NNECT < F 0 MA 端末一 PC 間の速度 > PACKET < 接続先 
APN >/< 上りち向（ド01\^八端末^無線基地局間）の最高速度 
>/<下りち向（ド01\^八端末^無線基地局間）の最高速度> 
文字表示例 ： ATD * 99 * * * 1# 

CONNECT 4巨0800 PACKET 
mopera . ne.jp /目4/384 
( mopera . ne . jp に、上 D 最大巨 4 kbps 、 下0 
最大 384 kbps で接続したことを表します。） 
数字表示例 ： ATD * 99 * * * 1# 

121已 

《 ATX 1、 AT ¥ V 1 を同時に設定した場合、ダイヤルアップ接 
続び正しく行えない場合びあります。 

AT ¥ V 0 だけでのご利用をおすすめします。 
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